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さ
だ
ま
さ
し
さ
ん
の
歌
声
、

お
り
な
す
八
女
に
響
き
渡
る

　

八
女
市
合
併
10
周
年
記
念
事
業
・
山
本
健
吉

33
回
忌
記
念
事
業
と
し
て
３
月
18
日
㈭
、
お
り

な
す
八
女
で
さ
だ
ま
さ
し
さ
ん
の
コ
ン
サ
ー
ト
が

開
か
れ
ま
し
た
。
コ
ン
サ
ー
ト
は
当
初
令
和
２
年

４
月
９
日
に
開
催
予
定
で
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
に
延
期
と

な
り
、
今
回
開
催
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

午
前
中
、
生
前
に
親
交
が
深
か
っ
た
文
芸
評

論
家
・
山
本
健
吉
さ
ん
の
33
回
忌
に
参
列
し
、

お
墓
参
り
を
し
た
さ
だ
さ
ん
。
コ
ン
サ
ー
ト
の
中

で
は
グ
レ
ー
プ
時
代
の
ヒ
ッ
ト
曲
や
山
本
健
吉

さ
ん
が
好
き
だ
っ
た『
防
人
の
詩
』な
ど
を
熱
唱
。

曲
の
間
で
は
山
本
健
吉
さ
ん
の
思
い
出
や
健
吉

さ
ん
の
妻
で
俳
人
の
石
橋
秀
野
さ
ん
を
語
っ
た
さ

だ
さ
ん
。
笑
い
と
感
動
に
包
ま
れ
た
２
時
間
半

の
コ
ン
サ
ー
ト
で
し
た
。

※
コ
ン
サ
ー
ト
は
感
染
防
止
対
策
を
施
し
て
実

施
さ
れ
ま
し
た
。（
関
連
記
事
は
17
ペ
ー
ジ
）

10th
Anniversary

掲載している催し等が新型コロナウイルスの感染拡
大防止のため、変更になる場合があります。市ホー
ムページ、または問い合わせ先で確認してください。

八女市LINE公式アカウント
新型コロナウイルス感染症や災害情報など、
皆さんの暮らしに関わる情報を発信しています。
LINEアカウントID→＠yamecity詳しくはこちら 友だちになってね！
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令
和
３
年
度
は
、
今
後
10
年

間
の
市
政
運
営
の
基
本
指
針
と

な
る
第
５
次
八
女
市
総
合
計
画

の
開
始
年
度
で
す
。
こ
の
計
画
で

は
、
本
市
の
目
指
す
将
来
都
市
像

を
「
ふ
る
さ
と
の
恵
み
と
誇
り
を

未
来
に
つ
な
ぐ
安
心
と
成
長
の
ま

ち
八
女
」
と
し
て
掲
げ
、
そ
の
実

現
に
向
け
て
８
つ
の
基
本
政
策
を

設
定
し
ま
し
た
。
今
後
、
八
女
市

の
未
来
に
向
け
た
基
盤
づ
く
り
の

た
め
、
こ
の
基
本
政
策
に
基
づ
い

た
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　　
美
し
く
豊
か
な
自
然
と
調
和
し

た
土
地
利
用
の
形
成
を
図
り
、
関

係
人
口
・
交
流
人
口
の
増
加
、
移

住
・
定
住
の
促
進
に
つ
な
が
る
、

賑
わ
い
と
利
便
性
の
あ
る
基
盤
づ

く
り
を
進
め
る
こ
と
は
極
め
て
重

要
な
こ
と
で
す
。
引
き
続
き
、
中

心
市
街
地
の
整
備
を
進
め
る
と
と

も
に
、
道
路
整
備
に
つ
い
て
は
、

国
県
と
連
携
し
た
国
県
道
整
備
の

推
進
と
併
せ
て
、
市
内
道
路
の
新

設
・
改
良
に
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

　
公
共
交
通
対
策
に
つ
い
て
は
、

ふ
る
里
タ
ク
シ
ー
と
併
せ
、
市
街

地
循
環
型
公
共
交
通
の
実
現
に
向

け
た
実
証
実
験
に
取
り
組
み
、
持

続
可
能
で
利
便
性
の
高
い
公
共
交

通
網
の
構
築
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
移
住
・
定
住
に
つ
い
て

は
、こ
れ
ま
で
の
メ
ニ
ュ
ー
に
加
え
、

新
た
に
結
婚
新
生
活
支
援
事
業
を

創
設
す
る
な
ど
、
充
実
し
た
支
援

を
行
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
よ
り
よ
い
住
環
境
を

提
供
す
る
た
め
、
市
営
住
宅
の
計

画
的
な
改
修
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
安
全
で
安
定
し
た
水
道
水
を

供
給
す
る
た
め
、
豊
岡
地
区
水
道

整
備
事
業
な
ど
を
進
め
ま
す
。

　
近
年
で
は
、
集
中
豪
雨
や
地
震

が
頻
発
し
て
お
り
、
防
災
・
減
災

対
策
が
以
前
に
も
増
し
て
重
要
に

な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
な
る
防
災

体
制
の
充
実
と
、
的
確
な
防
災
情

報
伝
達
手
段
の
確
保
や
地
域
の
防

災
力
を
高
め
る
取
り
組
み
を
進
め

ま
す
。
ま
た
、
新
規
事
業
と
し
て
、

避
難
所
へ
応
急
的
な
電
力
供
給
を

図
る
避
難
所
給
電
用
電
気
自
動

車
整
備
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　
令
和
２
年
７
月
豪
雨
の
災
害
復

旧
に
つ
い
て
は
、
緊
急
を
要
す
る

箇
所
は
既
に
工
事
に
着
手
し
て
い

ま
す
が
、
引
き
続
き
国
県
と
連
携

を
図
り
、
被
災
箇
所
の
早
期
復
旧

に
向
け
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
事

業
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
な
お
、
防
災
拠
点
の
機
能
強
化

や
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
目
指

し
て
、
新
庁
舎
の
整
備
に
つ
い
て

も
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
自
然
環
境
の
保
全
と
調
和
の
と

れ
た
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
さ
ま

ざ
ま
な
環
境
保
全
お
よ
び
地
球
温

暖
化
防
止
に
関
す
る
活
動
に
取
り

組
み
、
ご
み
の
減
量
化
、
リ
サ
イ

ク
ル
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。
併
せ
て
、
効
率
的
な
ご
み・

し
尿
処
理
の
施
設
環
境
や
、
収
集・

運
搬
体
制
の
整
備
を
図
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
美
し
い
景
観
形
成
や

町
並
み
環
境
整
備
の
新
た
な
取
り

組
み
と
し
て
、
八
女
杉
の
活
用
を

図
る
八
女
の
木
が
香
る
ま
ち
な
み

魅
力
化
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
、
生
活
排
水
環
境
を

整
え
る
た
め
の
施
策
と
し
て
、
計

画
的
な
下
水
道
の
整
備
や
合
併
処

理
浄
化
槽
の
普
及
促
進
に
取
り
組

み
ま
す
。

　
産
業
の
振
興
は
、
地
域
経
済
の

活
性
化
の
要
で
あ
り
、
人
口
問
題

対
策
の
鍵
と
な
る
雇
用
の
創
出
等

に
も
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、
今
後

の
ま
ち
づ
く
り
に
お
い
て
大
変
重

要
な
分
野
で
す
。

　
農
林
水
産
業
に
つ
い
て
は
、
国

県
の
補
助
事
業
で
あ
る
産
地
生
産

基
盤
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業
や
活
力

あ
る
高
収
益
型
園
芸
産
地
育
成
事

業
等
を
活
用
し
、
生
産
性
や
収
益

性
の
高
い
農
業
経
営
の
実
現
を
目

指
し
ま
す
。
ま
た
、
森
林
環
境
譲

与
税
を
活
用
し
た
森
林
保
全
、
林

業
の
基
盤
整
備
に
取
り
組
み
、
有

害
鳥
獣
対
策
の
充
実
と
内
水
面
漁

業
の
振
興
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
商
工
業
に
つ
い
て
は
、
商
工
会

議
所
お
よ
び
商
工
会
と
連
携
し
、

新
規
創
業
、
新
事
業
展
開
、
販

路
開
拓
等
に
対
す
る
支
援
や
伝
統

工
芸
の
後
継
者
育
成
、
情
報
発
信

の
支
援
事
業
、
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品

券
助
成
事
業
等
に
も
取
り
組
み
ま

す
。
ま
た
、
新
規
事
業
と
し
て
地

元
企
業
と
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
希
望
者

や
地
元
の
多
様
な
人
材
を
マ
ッ
チ

ン
グ
さ
せ
る
雇
用
就
労
促
進
事
業

を
実
施
し
ま
す
。

　
観
光
に
つ
い
て
は
、
本
市
の
多

彩
な
地
域
資
源
を
生
か
し
、
各
種

の
交
流
事
業
を
通
じ
て
、
観
光
リ

ピ
ー
タ
ー
や
関
係
人
口
創
出
に
つ

な
が
る
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
健
康
増
進
施
設
べ

ん
が
ら
村
の
改
修
工
事
、
ほ
た
る

と
石
橋
の
館
エ
リ
ア
の
整
備
計
画

策
定
等
を
実
施
し
ま
す
。

　
少
子
・
高
齢
化
が
進
む
中
、
市

令
和
3
年
度　

施
政
方
針

３
月
定
例
議
会
で
行
わ
れ
た
三
田
村
市
長

の
施
政
方
針
演
説
を
要
約
し
て
い
ま
す
。

賑
わ
い
と
利
便
性
の
あ
る

基
盤
づ
く
り

強
靭
で
安
全
な
環
境
づ
く
り

美
し
い
ふ
る
さ
と
づ
く
り

活
力
あ
る
産
業
づ
く
り

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
し
く
み

づ
く
り

第
5
次
八
女
市
総
合
計
画
を
も
と
に

未
来
に
向
け
た
基
盤
づ
く
り
に
取
り
組
む
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民
が
健
康
で
生
き
が
い
を
持
ち
、

安
心
し
て
生
涯
を
過
ご
せ
る
活
力

あ
る
地
域
共
生
社
会
を
構
築
す
る

た
め
の
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

　
地
域
福
祉
に
つ
い
て
は
、
ゴ
ミ

出
し
支
援
事
業
や
生
活
困
窮
者
対

策
等
、
拡
充
し
た
取
り
組
み
を
行

い
、
障
が
い
者
支
援
に
つ
い
て
は
、

自
立
支
援
事
業
や
相
談
支
援
体

制
の
機
能
を
強
化
し
ま
す
。

　
高
齢
者
支
援
に
つ
い
て
は
、
第

８
期
介
護
保
険
事
業
計
画
に
基
づ

き
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

構
築
や
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

の
機
能
強
化
、
健
康
寿
命
の
延
伸

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡

大
防
止
に
万
全
を
期
す
と
と
も

に
、
円
滑
な
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
向

け
し
っ
か
り
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
特
定
健
診
受
診
率
の
向
上

や
地
域
医
療
体
制
の
充
実
を
図
り

ま
す
。

　
子
育
て
支
援
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ま
で
の
施
策
に
加
え
、
新
た
に

新
生
児
聴
覚
検
査
や
産
後
ケ
ア
事

業
、
子
ど
も
の
健
や
か
な
育
成
と

貧
困
対
策
の
た
め
の
子
ど
も
の
居

場
所
づ
く
り
活
動
基
盤
整
備
事
業

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
Ｉ
Ｔ
化
な
ど
、

社
会
状
況
が
大
き
く
変
化
す
る

中
で
、
生
涯
を
通
じ
た
学
び
の
必

要
性
が
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
る

こ
と
、
併
せ
て
次
世
代
を
担
う
子

ど
も
た
ち
が
自
尊
感
情
や
生
ま
れ

育
っ
た
地
域
へ
の
郷
土
愛
を
育
ん

で
い
く
こ
と
も
大
変
重
要
な
こ
と

で
す
。

　
学
校
教
育
に
つ
い
て
は
、
児
童

生
徒
の
学
力
を
向
上
さ
せ
る
取
り

組
み
と
併
せ
、
学
校
施
設
の
整
備
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
さ
ら
な
る
充
実
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
人
権
、

平
和
に
関
す
る
教
育
を
さ
ら
に
充

実
さ
せ
て
い
き
ま
す
。
生
涯
学
習

活
動
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
新
規

事
業
と
し
て
、
学
校
、
通
学
路
等

の
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
の
指
導
・
助

言
を
行
う
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド・リ
ー

ダ
ー
事
業
や
3
歳
児
健
診
時
に
絵

本
を
贈
呈
す
る
ブ
ッ
ク
セ
カ
ン
ド

事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
歴
史
文
化
を
生
か
し
た
取
り
組

み
に
つ
い
て
は
、
筑
紫
君
磐
井
や

南
北
朝
時
代
等
の
歴
史
的
文
化
遺

産
の
保
存
活
用
、
郷
土
出
身
の
芸

術
家
、
文
化
人
の
作
品
を
活
用
し

た
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
つ
い
て
は
、

各
種
大
会
や
教
室
等
の
事
業
実

施
、
指
導
者
や
社
会
体
育
団
体
の

育
成
と
併
せ
、
新
た
に
体
育
施
設

予
約
管
理
シ
ス
テ
ム
導
入
事
業
を

行
い
ま
す
。

　
全
て
の
市
民
が
自
分
ら
し
く
尊

厳
を
持
っ
て
暮
ら
す
に
は
、
多
様

性
と
包ほ
う

摂せ
つ

性
の
あ
る
地
域
づ
く
り

が
必
要
で
す
。

　
人
権
施
策
に
つ
い
て
は
、
同
和

問
題
を
は
じ
め
あ
ら
ゆ
る
人
権
問

題
の
解
決
に
向
け
、
市
民
の
人
権

意
識
を
醸
成
す
る
た
め
の
教
育
や

啓
発
に
努
め
ま
す
。

　
ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
男

女
が
参
画
し
、
活
躍
す
る
社
会
の

実
現
や
Ｄ
Ｖ
被
害
者
へ
の
相
談
支

援
体
制
の
強
化
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。
併
せ
て
、
活
気
あ
る
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
育
成
を
図
る
た
め
、

行
政
区
、
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の

自
主
的
な
活
動
に
対
す
る
支
援
を

行
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
新
規
事

業
と
し
て
ふ
る
さ
と
に
思
い
を
寄

せ
る
人
材
が
継
続
的
な
関
わ
り
を

持
つ
仕
組
み
を
つ
く
る
ふ
る
さ
と

絆
便
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　
本
市
を
持
続
的
に
発
展
し
活

性
化
さ
せ
て
い
く
た
め
、
市
民
と

の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
や
効
率
的

な
行
政
運
営
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
今
後
も
本
市
の
魅
力
を
生
か

し
た
国
内
外
の
都
市
間
交
流
を
進

め
、
戦
略
的
な
情
報
発
信
に
よ
る

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進
を

図
る
と
と
も
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
媒

体
を
効
果
的
に
活
用
し
た
広
報
活

動
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
市
民
協
働
に
つ
い
て
は
、
引
き

続
き
市
民
提
案
型
事
業
の
公
募
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
団

体
育
成
を
図
り
、
市
民
が
主
役
と

な
っ
て
活
躍
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

に
努
め
ま
す
。

　
ま
た
、
効
率
的
な
行
政
運
営

を
図
る
た
め
、
個
人
番
号
カ
ー
ド

臨
時
交
付
窓
口
の
設
置
や
各
種
証

明
書
コ
ン
ビ
ニ
交
付
の
業
務
拡
充
、

Ａ
Ｉ
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
や
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ

な
ど
、
先
端
技
術
を
積
極
的
に
活

用
し
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

　
以
上
、
第
５
次
総
合
計
画
の
８

つ
の
基
本
政
策
に
基
づ
き
、
新
年

度
の
重
点
施
策
に
つ
い
て
申
し
述

べ
ま
し
た
が
、
こ
れ
ら
の
施
策
を

着
実
に
実
施
し
、
将
来
に
わ
た
り

効
率
的
か
つ
効
果
的
な
行
政
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
で
き
る
、
安
定
し
た

市
政
運
営
を
図
っ
て
い
く
た
め
に

は
、
事
業
の
不
断
の
見
直
し
や
新

た
な
財
源
確
保
、
公
共
施
設
の
適

正
配
置
、
経
常
経
費
の
削
減
等
、

さ
ら
な
る
行
財
政
改
革
に
取
り
組

む
こ
と
が
必
要
で
す
。
次
の
世
代

に
、
し
っ
か
り
と
つ
な
い
で
い
く
た

め
に
、
引
き
続
き
健
全
な
財
政
運

営
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

拡
大
や
頻
発
す
る
自
然
災
害
へ
の

対
応
が
困
難
を
極
め
る
厳
し
い
状

況
の
中
で
す
が
、
市
民
の
皆
さ
ま

と
心
を
一つ
に
し
て
、
八
女
の
恵
み

と
誇
り
を
未
来
に
継
承
さ
せ
、
成

長
す
る
ま
ち
づ
く
り
に
、
全
身
全

霊
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ふ
る
さ
と
を
愛
す
る
人

づ
く
り

人
権
を
尊
重
し
た
共
生
の

ま
ち
づ
く
り

未
来
に
つ
な
ぐ
協
働
の

ま
ち
づ
く
り

安
定
し
た
市
政
運
営
を
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令和3年度
一般会計予算は389億8,100万円

八女市の財政状況をお知らせします

令
和
３
年
度
の
一
般
会
計
予
算
総
額
は
３
８
９
億
８
１
０
０
万
円
で
、
新
庁

舎
建
設
事
業
お
よ
び
令
和
２
年
７
月
豪
雨
に
よ
る
災
害
復
旧
費
等
の
増
加
に
よ

り
対
前
年
比
1
・
6
％
増
と
な
り
ま
し
た
。
令
和
２
年
度
か
ら
の
繰
越
事
業
を

合
わ
せ
る
と
４
４
０
億
円
を
超
え
る
予
算
規
模
と
な
り
ま
す
。
そ
の
中
で
、
新

庁
舎
建
設
工
事
の
着
工
に
つ
い
て
は
、
議
会
と
協
議
の
上
、
合
併
推
進
債
の
活

用
に
つ
い
て
経
過
措
置
が
講
じ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
や
経
済
情
勢
も
踏
ま
え
、
新
庁
舎
建
設
工
事
監
理
業
務
委
託
料
、
建
設
工
事

費
に
つ
い
て
は
、
予
算
の
執
行
を
凍
結
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
国
民
健
康
保

険
事
業
費
な
ど
の
特
別
会
計
の
予
算
総
額
は
１
７
８
億
９
４
８
万
円
と
な
り
ま

し
た
。
水
道
事
業
会
計
予
算
総
額
は
、
25
億
７
５
０
３
万
１
千
円
、
下
水
道
事

業
会
計
予
算
総
額
は
、
18
億
８
２
１
３
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

八
女
市
で
は
市
の
財
政
状
況
を
年
２
回
、
公
表
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
令

和
3
年
度
予
算
の
内
容
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
広
報
紙
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
項
目
に
つ
い
て
簡
素
化
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
が
、「
財
政
事
情
」
は
、
財
政

課
や
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
財
政
課
（
☎
２
３
・
１
３
４
６
）

389億8,100万円の内訳歳 入

市税
64億1,426万円

（16.5％）

自主財源自主財源
28.1％28.1％

 繰入金　
26億3,819万円
　　　（6.8％）

寄附金・使用料 他
18億4,297万円

（4.8％）

依存財源依存財源
　71.9％　71.9％

地方交付税
120億2,585万円

（30.8％）

国県支出金
81億3,570万円
　　　（20.9％）

　市債
58億623万円
　　　（14.9％）

地方譲与税 他
21億1,780万円
　（5.3％）

389億8,100万円の内訳
歳 出

歳出を性質別にみると…
民生費
123億5,990万円
　（31.7％）

総務費
61億1,177万円
　（15.7％）　土木費

43億4,880万円
　（11.1％）

　公債費
37億6,581万円
　（9.7％）

　教育費
28億4,733万円
　（7.3％）

　衛生費
24億8,693万円
　（6.4％）

農林水産業費
28億7,690万円
　（7.4％）

商工費
17億2,407万円

（4.4％）

消防費
13億1,797万円（3.4％）

　　　その他
　3億5,481万円
　　　　（0.9％）

　災害復旧費
　7億8,671万円（2.0％）

費目 金額（割合）
扶助費 70 億 966 万円（18.0％）
普通建設事業費 66 億 4,849 万円（17.0％）
人件費 55 億 5,225 万円（14.2％）
補助費等 54 億 412 万円（13.9％）
物件費 45 億 4,599 万円（11.7％）
公債費 37 億 6,622 万円（9.6％）
繰出金 33 億 9,545 万円（8.7％）
その他 26 億 5,882 万円（6.9％）
合計 389 億 8,100 万円（100%）
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◦
若
年
世
帯
家
賃
等
支
援
補
助
事
業
＝

６
４
５
４
万
円

◦
移
住
定
住
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
＝

５
２
６
万
円

◦
乗
合
タ
ク
シ
ー
運
行
事
業
＝

　
９
９
８
２
万
円

◦
地
域
公
共
交
通
調
査
事
業
＝
６
５
０
万
円

◦
道
路
新
設
改
良
事
業
＝11

億
７
３
０
７
万
円

◦
上
水
道
整
備
事
業
（
豊
岡
地
区
水
道
整

備
含
む
）
＝
10
億
８
９
３
０
万
円

◦
避
難
所
給
電
用
電
気
自
動
車
整
備
事
業

＝
１
９
８
７
万
円

　
電
気
自
動
車
お
よ
び
可
搬
型
外
部
給
電

器
を
整
備
し
、
災
害
停
電
時
に
電
気
自
動

車
の
バ
ッ
テ
リ
ー
を
非
常
用
電
源
と
し
て

利
用
し
、
避
難
所
へ
の
応
急
的
な
電
力
供

給
を
図
り
ま
す
。

◦
河
川
監
視
シ
ス
テ
ム
整
備
事
業
＝

６
０
０
万
円

　
河
川
監
視
カ
メ
ラ
お
よ
び
水
位
計
を
設

置
し
、
河
川
の
状
況
の
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に

よ
る
確
認
に
よ
り
、
防
災
情
報
と
し
て
利

用
し
ま
す
。

◦
河
川
改
良
事
業
＝
３
億
２
０
０
５
万
円

◦
八
女
の
木
が
香
る
ま
ち
な
み
魅
力
化
事

業
＝
２
２
０
万
円

◦
浄
化
槽
設
置
整
備
事
業
＝

１
億
７
４
８
６
万
円

◦
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
等
設
置

費
補
助
事
業
＝
３
０
０
万
円

◦
雇
用
・
就
労
促
進
事
業
＝
50
万
円

　
地
元
企
業
と
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
希
望
者
や

地
元
人
材
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
の
た
め
、
オ
ン

ラ
イ
ン
（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
）
や
リ
ア
ル
（
会
場
）
で

合
同
会
社
説
明
会
を
実
施
し
ま
す
。

◦
森
林
・
山
村
多
面
的
機
能
発
揮
対
策
事

業
＝
38
万
円

　
集
落
周
辺
の
里
山
林
の
よ
う
な
森
林
の

保
全
に
向
け
、
森
林
所
有
者
や
地
域
住
民

等
が
協
力
し
て
行
う
里
山
林
の
保
全
活
動

の
取
り
組
み
を
支
援
し
ま
す
。

◦
新
規
就
農
促
進
支
援
事
業
＝９５

４
６
万
円

◦
ほ
た
る
と
石
橋
の
館
・
ホ
タ
ル
と
石
橋
の

里
公
園
整
備
事
業
＝
１
８
２
７
万
円

◦
健
康
増
進
施
設
（
べ
ん
が
ら
村
）
整
備

事
業
（
繰
越
事
業
含
む
）
＝

16
億
５
９
９
６
万
円

　
べ
ん
が
ら
村
の
施
設
の
老
朽
化
や
、
多

様
化
す
る
顧
客
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
、

魅
力
あ
る
新
し
い
べ
ん
が
ら
村
と
し
て
令

和
４
年
４
月
中
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

を
目
指
し
ま
す
。

◦
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
ワ
ク
チ
ン

接
種
事
業
（
繰
越
事
業
）
＝

２
億
８
５
２
３
万
円

◦
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
検
査
助
成

事
業
＝
１
３
２
７
万
円

◦
結
婚
新
生
活
支
援
事
業
＝１

５
０
０
万
円

　
年
齢
所
得
の
要
件
に
適
う
新
婚
世
帯
に

対
し
て
、
住
居
費
お
よ
び
引
っ
越
し
費
用

の
一
部
を
補
助
し
、
経
済
的
な
支
援
を
行

い
ま
す
。

◦
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
＝

１
１
６
３
万
円

◦
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
活
動
基
盤
整

備
事
業
＝
７
０
０
万
円

　
子
ど
も
の
貧
困
対
策
を
は
じ
め
、
幅
広

い
担
い
手
に
よ
る
地
域
の
子
ど
も
の
居
場

所
づ
く
り
を
行
う
た
め
、
子
ど
も
た
ち
と

「
支
援
」を
結
び
つ
け
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

事
業
お
よ
び
子
ど
も
食
堂
な
ど
の
活
動
団

体
の
支
援
・
連
携
体
制
を
整
備
し
ま
す
。

◦
乳
幼
児
健
康
診
査
（
新
生
児
聴
覚
検
査
）

事
業
＝
１
２
９
万
円

　
検
査
費
用
の
公
費
負
担
を
行
い
、
子
育

て
世
帯
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
、
要
支
援

者
の
早
期
発
見
、
早
期
支
援
に
つ
な
げ
、

安
心
し
て
妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
の
で
き

る
支
援
体
制
を
構
築
し
ま
す
。

◦
成
年
後
見
制
度
利
用
促
進
中
核
機
関
運

営
事
業
＝
３
６
０
万
円

◦
ご
み
出
し
支
援
事
業
＝
４
０
０
万
円

　
高
齢
者
や
障
が
い
者
等
で
、
ご
み
の
処

分
が
困
難
な
状
況
に
あ
る
世
帯
に
、
必
要

な
支
援
を
行
い
、
地
域
に
根
差
し
た
生
活

が
続
け
ら
れ
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
を

目
的
に
実
施
す
る
事
業
で
す
。
公
助
に
よ

る
支
援
を
事
業
の
軸
に
、
地
域
に
お
け
る

令
和
3
年
度
の
主
な
事
業
に
つ
い
て
、
第
５
次
八
女
市
総
合
計
画
の
基
本
目
標
ご
と

に
紹
介
し
ま
す
。

令
和
3
年
度
の
主
な
事
業
を
紹
介
し
ま
す

賑
わ
い
と
利
便
性
の
あ
る
基
盤

づ
く
り

強
靭
で
安
全
な
環
境
づ
く
り

美
し
い
ふ
る
さ
と
づ
く
り

活
力
あ
る
産
業
づ
く
り

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
し
く
み
づ
く
り

八女市の財政状況をお知らせします

新新

新新

新新

新

新新新

（　
　

＝
新
規
事
業
、　　

＝
拡
充
事
業
）

新

拡

拡

拡

ワクチン接種シミュレーション
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互
助
・
共
助
の
取
り
組
み
と
併
せ
て
、
幅

広
い
支
援
体
制
の
構
築
を
図
り
ま
す
。

◦
高
齢
者
の
保
健
事
業
と
介
護
予
防
の
一

体
化
事
業
＝
２
９
２
７
万
円

　
高
齢
者
の
心
身
の
特
性
に
応
じ
た
健
康

教
育
、
健
康
相
談
、
健
康
診
査
後
の
重
症

化
予
防
の
た
め
の
健
康
管
理
な
ら
び
に
通

い
の
場
を
活
用
し
た
健
康
づ
く
り
を
行
い

ま
す
。

◦
ブ
ッ
ク
セ
カ
ン
ド
事
業
＝
81
万
円

　「
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
」
と
し
て
、
４

か
月
乳
幼
児
健
診
の
際
、
読
み
聞
か
せ
と

絵
本
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
行
っ
て
い
る
事
業

に
加
え
て
新
た
に
３
歳
児
健
診
時
に
絵
本

を
贈
る
こ
と
で
、
就
学
ま
で
の
読
書
習
慣

の
定
着
お
よ
び
豊
か
な
心
を
育
み
将
来
的

な
学
力
向
上
を
図
り
ま
す
。

◦
体
育
施
設
予
約
管
理
シ
ス
テ
ム
導
入
事

業
＝
３
５
３
万
円

◦
や
め
っ
こ
夢
祝
金
事
業
＝２

９
１
６
万
円

◦
路
線
バ
ス
通
学
定
期
補
助
事
業
＝

１
０
７
６
万
円

◦
入
学
祝
金
事
業
＝
４
１
２
４
万
円

◦
市
奨
学
金
事
業
＝
１
４
３
２
万
円

◦
ふ
る
さ
と
絆
便
事
業
＝
３
６
０
万
円

　
八
女
市
の
地
域
力
維
持
・
強
化
の
た
め

に
、「
ふ
る
さ
と
」
に
思
い
を
寄
せ
る
人
材

が
継
続
的
に
関
わ
り
を
持
つ
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
形
成
と
、
地
域
へ
貢
献
す
る
人
材
と

の
関
わ
り
を
深
め
る
仕
組
み
を
つ
く
り
ま

す
。

◦
い
き
い
き
行
政
区
運
営
交
付
金
事
業
＝

４
２
０
３
万
円

◦
総
合
窓
口
支
援
シ
ス
テ
ム
導
入
事
業
＝

８
８
０
万
円

◦
先
端
技
術
活
用
調
査
研
究
事
業
＝

５
５
０
万
円

◦
個
人
番
号
カ
ー
ド
臨
時
交
付
窓
口
設
置

事
業
＝
９
８
５
万
円

特別会計名 歳入歳出予算額

国民健康保険事業費 88億1,451万円

介護保険事業費 77億6,884万円

後期高齢者医療 11億5,212万円

矢部診療所 6,702万円

黒木町串毛財産区 61万円

黒木町木屋財産区 638万円

水道事業 25億7,503万円

下水道事業 18億8,213万円

▼令和3年度特別会計予算

ふ
る
さ
と
を
愛
す
る
人
づ
く
り

人
権
を
尊
重
し
た
共
生
の
ま
ち

づ
く
り

未
来
に
つ
な
ぐ
協
働
の
ま
ち

づ
く
り

▼一般会計市債・基金残高の推移
※平成元年度までは決算、令和2・3年度は見込み

※臨時財政対策債とは、普通交付税（国からの交付金）の代替財源のため
市債償還に対して、全額国から補填されるもので、実質借金ではありません。

（単位：億円）

H23H22 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3

234

基金残高

市債残高

市債残高

300

200

100

281

159

290

162

300

175

311

190

320

205

339
324

230

345

255
272

167

268

157

270

155

273

152

219 203 192 180

163
144

177
155

218218
186199 （臨時財政対策債

を除く）

八女市の財政状況をお知らせします

新新

新新

新新新

べんがら村完成イメージ図
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新
庁
舎
建
設
事
業
に
つ
い
て
は
、
耐
震

性
の
不
足
と
老
朽
化
、
狭
あ
い
化
、
行
政

と
議
会
の
分
離
状
態
等
の
課
題
を
解
決
し
、

早
期
の
防
災
拠
点
整
備
と
住
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
を
実
現
す
る
た
め
、
平
成
30
年
度

に
基
本
計
画
を
策
定
し
、
令
和
２
年
度
に

新
庁
舎
の
設
計
を
終
了
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
新
庁
舎
建
設
事
業
の
主
要
な

財
源
と
な
る
合
併
推
進
債
の
活
用
の
た
め
、

令
和
６
年
度
の
事
業
完
了
を
目
指
し
、
計

画
を
進
め
て
い
ま
し
た
が
、
合
併
推
進
債

の
活
用
に
つ
い
て
、
経
過
措
置
が
講
じ
ら

れ
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
工
事
着
手
の
時

期
を
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
や

今
後
の
経
済
情
勢
も
踏
ま
え
、
議
会
と
協

議
し
な
が
ら
総
合
的
に
判
断
し
て
い
く
こ

と
と
し
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
広
報
八
女
１
月
15
日
号
で

お
知
ら
せ
し
ま
し
た
新
庁
舎
の
着
工
に
伴

う
敷
地
内
樹
木
伐
採
、
工
作
物
の
移
転
工

事
お
よ
び
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
の
事
前

工
事
に
つ
い
て
も
、
着
手
時
期
が
変
更
と

な
り
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
に
は
大
変
ご

迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

⃝

問
い
合
わ
せ
＝
新
庁
舎
建
設
課
（
☎
２

４
・
８
０
９
１
）

新
庁
舎
の
着
工
を

延
期
し
ま
す

団体名 テーマ 内　　容　

上妻校区
まちづく
り協議会

通学道路整備事業～花とあた
たかい言葉（標語）に見守ら
れた安全な通学路づくり～

通学路の草刈りや河川（水路）の環境整備を地域住民・小中PTAの協働
で行い、安全で美しい環境づくりを行う。また、地域と学校が連携した「花
いっぱい運動」にて植栽したプランターを通学路の要所に配置し、そのプ
ランターに児童・生徒が考えた標語を添える。さらに、活動を通して児童
の安全確保と住民同士の交流を図る。

三河校区
まちづく
り協議会

三河校区防災安全マニュアル
作成事業

３か年で意識調査や研修会を行い、各行政区ごとに最適な避難所を検討
し、校区の防災マニュアルを作成して全世帯に配布する。令和３年度は、
住民の避難所に関する意識調査の実施と、行政区役員および消防団員を
対象に専門家による研修会を開催する。

夢かさは
ら自治運
営協議会

火のある暮らしを体験できる
拠点の整備（笠原東交流セン
ター「えがおの森」）（第２期）

笠原東交流センター「えがおの森」の敷地内において、平成24年の豪雨
で撤去された窯製茶やピザ焼きを体験できる施設を再整備する。令和３
年度は、令和２年度に整備した東屋に窯製茶用の大釜とピザ焼き用の石
窯を設置する。また、設置された設備を用いてプレイベントを行う。

大淵地区
自治運営
協議会

「大淵の南朝ゆかりの歴史と日
向神神話」関連スポット看板
作成

大淵地区にある五條家を中心とした南朝の史跡や日向神神話関連史跡を
調査する。また、各史跡の説明看板を作製し設置することで、地域観光
力アップを目指し地域の活性化を進める。

北山地区
地 域 振
興会議

故郷（山下町）の歴史の整理
と冊子の編纂

高齢化や過疎化、近年の大雨により消えようとしている山下町の歴史的文
化遺産を整理し、後世に残していく。令和３年度は、山下町の由来や神社
仏閣、祭礼等を中心に整理し、冊子を編纂する。また、これまで発行して
きた「山下区だより」をデジタル化し、冊子を作製する。

椋谷校区
地域づく
り振興会

景観等の保全事業（大草自然
公園）（第２期）

椋谷地区唯一の名所である大草（おおくさ）自然公園を整備することで、
集落内外の憩いの場を造る。令和３年度は、園内の枯木・不用木を伐採・
搬出し、遊歩道を整備して紅葉と銀杏を植栽する。

▼令和３年度　地域づくり提案事業一覧表

　

地
域
づ
く
り
提
案
事
業
は
、

地
域
再
生
・
活
性
化
の
た
め
の

新
た
な
取
り
組
み
を
ま
ち
づ
く

り
協
議
会
等
の
地
域
団
体
か
ら

募
集
し
、
助
成
金
を
交
付
す
る

も
の
で
す
。
令
和
３
年
度
実
施

事
業
を
募
集
、
選
考
し
た
結
果

下
表
の
６
件
を
採
択
し
ま
し
た
。

採
択
団
体
は
、
令
和
４
年
３
月

ま
で
の
期
間
、
各
地
域
で
活
動

を
展
開
し
ま
す
。
市
民
の
皆
さ

ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。
な
お
、
参
加
い
た

だ
く
場
合
は
、
感
染
症
対
策
へ

の
ご
理
解
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

⃝

問
い
合
わ
せ
＝
企
画
政
策
課

ま
ち
づ
く
り
推
進
係
（
☎
２
４
・

９
４
５
２
）

令和３年度
「地域づくり提案事業」
６件を採択しました。



◦電話番号（フリーダイヤル）
　0120・761・770
◦受付時間＝９時～ 21時

（平日、土日、祝日）
◦新型コロナワ
クチンについて
 （厚生労働省 HP）

◦電話番号（ナビダイヤル）
　0570・072・972
◦受付時間＝24時間  （平日・
土日・祝日）

新型コロナワクチンに関す
る厚生労働省電話相談窓口

（コールセンター）

福岡県新型コロナウイルス
ワクチン専用ダイヤル

（接種後の副反応など医学的な
知見が必要となる専門的な相談）

接種の受け方、予約の方法など

新型コロナワクチンに関す
る八女市の電話相談窓口を
開設します（コールセンター）

◦受付時間＝９時～ 17 時
（平日、土日、祝日）
◦電話番号（フリーダイヤル）
０１２０・５６７・５１８

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

接
種
券
を
郵
送
し
ま
す

白色の封筒にワクチン接種券が同封されてご自宅に届きます

ワクチン接種券
（１回目・２回目）

予診票（１回目・２回目）

コールセンターの案内、
接種場所一覧表（受
託医療機関・集団接種
会場）予防接種につい
ての説明書

まず最初は４月中旬以降、令和３年度中に６５歳に達す
る、昭和３２年４月１日以前に生まれた人に郵送します。
それ以外の人については国が定めた優先順位に基づき、
接種券を順次郵送します。

問い合わせ＝健康推
進課新型コロナウイ
ルスワクチン接種係

（☎２３・１２０１）

ワクチン接種のシミュレーションを実施
　八女筑後医師会と八女市・筑後市・広川町合同の新型コロ
ナウイルスワクチン接種のシミュレーションが 3 月28日㈰、八
女筑後医師会講堂で行われました。会場では 30 分間に15 人

の接種を想定。安全・円滑に接種で
きるよう、接種の流れやアナフィラキ
シー対応などについて確認しました。
高齢者へのワクチン接種も間もなく
始まることから、関係者は真剣な表
情で取り組んでいました。 三田村市長も被接種者としてシミュレーションに参加

八女消防本部も救急搬
送に備えて参加

82021.4.15　広報八女
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◉ワクチンは、医療従事者、高齢者、基礎疾患のある人などから順次接種を開始する
予定です。ご自分の接種の順番を確認いただき、順番が来るまでお待ちください。接種
開始時期は、八女市ホームページやコールセンターなどでお知らせいたします。

◉「新型コロナワクチン接種受託医療機関」
の中から接種場所を決めましょう。
なるべく身近なかかりつけ医で接種をお勧
めします。事前に、基礎疾患やアレルギー
等がある人は、かかりつけ医に相談し接種
場所を決めるようにしてください。

◉１回目予約時に、３週間後に受ける２回目
の予約を一緒に受け付けます。（右図参照）

（ワクチンの十分な効果を得るために、ファ
イザー社のワクチンは３週間の間隔をおい
て２回受けます。）
※日程変更がある場合は、コールセンター
に電話してください。

◉接種希望日と接種場所が決まったら、コールセンター
へ電話予約をしてください。
◉ワクチンは、八女市・筑後市・広川町で受けることが
できます。ただし、予約は医療機関がある場所の市町の
コールセンターでの予約となります。
◉交通手段がない人は、市で助成を行いますので、電話
予約の際にお申し出ください。

◉接種前に自宅で体温測定をして、明らかに発熱がある
場合や体調が悪い場合などは、接種を控えコールセン
ターにご連絡ください。
◉肩を出しやすい服装で来場してください。
◉同封された「券」は２回分の「接種券」と「予防接種
済証＝予防接種を接種した記録」が１枚になっています
ので、毎回切りはなさず台紙ごとお持ちください。

　接種の対象となるすべての人
に無料で接種を行います。接種
の際に、市民の皆さまの費用負
担はありません。

　新型コロナワクチン接種のために必要と語り、金銭や
個人情報を騙しとろうとする電話に関する相談が消費生
活センターへ寄せられています。市町村などが、ワクチ
ン接種のために金銭や個人情報を電話で求めることはあ
りませんので、ご注意ください。

接種予約が可能な
時期を確認する

⑴ ワ ク チ
ン接種券の
記載内容の
確認

⑵ 接種希望
日（1 回 目・
２回目分）接
種希望場所を
決める

⑶ 市のコー
ルセンターで
予約

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
予
約
を
す
る

予約場所で、
ワクチンを
接種する

接種券が届いた人へ   ～ワクチン接種までの流れ～

▼ファイザー社ワクチンの標準的な接種
間隔の例

１

２

３

標準的には、
１回目から３週
間後の同じ曜日
に接種します

ワクチン接種をかたる
不審電話にご注意ください！

新型コロナワクチンは、誰でも
無料で接種することができます

詳細については八
女市ホームページを
ご覧ください。



▽
八
女
市
は
、
豊
か
な
自
然
と
歴
史
、
受
け
継

が
れ
て
き
た
伝
統
文
化
、
農
産
物
や
郷
土
料
理

な
ど
、
多
く
の
〝
恵
み
＂
と
人
の
温
も
り
に
あ

ふ
れ
る
ま
ち
で
す
。
そ
れ
ら
は
、
生
活
に
潤
い

と
や
す
ら
ぎ
を
も
た
ら
す
と
と
も
に
、
私
た
ち

の
心
の
中
に
、
ふ
る
さ
と
を
誇
り
愛
す
る
気
持

ち
と
し
て
息
づ
い
て
い
ま
す
。
こ
の
ふ
る
さ
と
の

恵
み
と
誇
り
を
、
未
来
に
つ
な
ぎ
継
承
す
る
ま

ち
を
つ
く
り
ま
す
。

▽
安
全
で
快
適
な
暮
ら
し
を
支
え
る
都
市
基
盤

や
、
強
靭
で
安
全
な
環
境
、
そ
し
て
共
に
支
え

合
い
健
や
か
に
暮
ら
せ
る
し
く
み
を
構
築
す
る

こ
と
で
、
誰
も
が
住
み
慣
れ
た
ま
ち
で
、
自
分

ら
し
く
、
心
豊
か
に
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が

で
き
る
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
。

▽
地
域
経
済
の
活
性
化
や
雇
用
創
出
の
要
で

あ
る
地
域
産
業
の
生
産
性
向
上
と
発
展
を
実

現
す
る
と
と
も
に
、
多
彩
な
地
域
資
源
を
活
か

し
た
交
流
や
連
携
、
協
働
に
よ
り
、
新
た
な
賑

わ
い
づ
く
り
や
移
住
・
定
住
を
促
進
し
、
成
長

し
続
け
て
い
く
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
。

　

本
市
の
総
人
口
は
減
少
傾
向
で
推
移
し
て

お
り
、
平
成
27
年
の
国
勢
調
査
で
は
６
万
４
４

０
８
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。
国
立
社
会
保
障
・

人
口
問
題
研
究
所
に
よ
る
と
、
今
後
も
こ
う
し

た
減
少
傾
向
が
続
き
、
令
和
42
年
に
は
、
２

万
７
０
０
０
人
程
度
に
な
る
と
推
計
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
つ
つ
、「
八
女
市

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
（
令
和
３
年
３
月
改
訂
版
）」

で
は
、
長
期
的
視
点
か
ら
人
口
減
少
の
抑
制
に

取
り
組
み
、
合
計
特
殊
出
生
率
の
上
昇
な
ら
び

に
特
定
年
代
の
転
出
超
の
低
減
を
図
る
こ
と
に

よ
り
、
令
和
12
年
に
お
い
て
５
万
２
３
０
０
人
、

令
和
42
年
に
お
い
て
３
万
３
１
０
０
人
程
度
の

人
口
規
模
を
目
指
す
と
い
う
戦
略
人
口
を
設
定

し
て
お
り
、
本
計
画
に
お
い
て
も
、
計
画
期
間

の
目
標
人
口
を
５
万
２
３
０
０
人
と
し
ま
す
。

 　

将
来
都
市
像
の
実
現
に
向
け
、
次
の
８
つ
の

基
本
政
策
に
基
づ
き
、
31
分
野
で
取
り
組
み
を

進
め
て
い
き
ま
す
。（
左
ペ
ー
ジ
図
参
照
）

ふ
る
さ
と
の
恵
み
と
誇
り
を
未
来
に
つ
な
ぐ

ふ
る
さ
と
の
恵
み
と
誇
り
を
未
来
に
つ
な
ぐ  

安
心
と
成
長
の
ま
ち

安
心
と
成
長
の
ま
ち  

八
女
八
女

　

総
合
計
画
と
は
、
ま
ち
づ
く
り
や

施
策
推
進
の
方
向
性
を
示
す
市
の「
最

上
位
計
画
」
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ

る
と
と
も
に
、
総
合
的
か
つ
計
画
的

な
「
市
政
運
営
の
基
本
的
な
指
針
」

と
な
る
も
の
で
す
。
現
在
の
計
画
が

令
和
２
年
度
で
期
間
満
了
と
な
る
た

め
、
新
た
に
第
５
次
八
女
市
総
合
計

画
を
策
定
し
ま
し
た
。策
定
に
あ
た
っ

て
は
、
令
和
２
年
に
18
歳
以
上
の
市

民
３
５
０
０
人
、
市
内
お
よ
び
近
隣

高
校
に
通
学
す
る
高
校
３
年
生
、
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
・
分
野
で
活
動
さ
れ

る
団
体
の
方
々
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
し
、
ま
ち
づ
く
り
の
各
分

野
に
お
け
る
満
足
度
、
重
要
度
、
将

来
に
望
む
ま
ち
の
姿
、
本
市
の
魅
力

や
課
題
な
ど
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な

意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

市
民
代
表
者
等
に
よ
る
総
合
計
画
審

議
会
で
の
審
議
や
素
案
に
対
す
る
意

見
募
集
を
経
て
策
定
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
総
合
計
画
の
実
現
に
向
け
、
市

民
の
皆
さ
ん
と
協
働
し
て
ま
ち
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

計
画
の
構
成
と
期
間

目
標
人
口

ま
ち
づ
く
り
体
系

市
の
目
指
す
将
来
都
市
像

第
５
次
八
女
市
総
合
計
画
を
策
定
し
ま
し
た

ふ
る
さ
と
の
恵
み
と
誇
り
を
未
来
に

つ
な
ぐ 

安
心
と
成
長
の
ま
ち 

八
女

「
第
５
次
八
女
市
総
合
計
画
」「
第
２
期
八
女
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
を
策
定
。

問
い
合
わ
せ
＝
企
画
政
策
課
企
画
政
策
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
２
４
・
９
０
０
９
）

本市が目指す将来都市像（ビジョン）を明らかにす
るとともに、その実現に向けた基本的な政策・方向
性を示すものです。

【計画期間】令和 3 年度から令和12 年度までの10 年間

基本構想に示された政策・方向性を踏
まえ、まちづくりの分野ごとのビジョン
と目標を明らかにするものです。

【前期基本計画期間】令和 3 年度から
令和 7 年度までの 5 年間

【後期基本計画期間】令和 8 年度から
令和　12 年度までの 5 年間

基本構想

基本計画
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第
５
次
八
女
市
総
合
計
画
は
『
基

本
構
想
』
と
『
基
本
計
画
』
の
二
層

構
成
と
し
ま
す
。



　

第
２
期
総
合
戦
略
は
、
第
５
次

八
女
市
総
合
計
画
前
期
基
本
計
画

に
掲
げ
る
施
策
の
う
ち
「
人
口
減

少
克
服
」
や
「
地
方
創
生
」
に
資

す
る
施
策
を
抽
出
し
、
重
点
的
に

推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
第
２
期
総
合
戦
略
の
対

象
期
間
は
、
第
５
次
八
女
市
総
合

計
画
前
期
基
本
計
画
と
の
整
合
を

図
る
た
め
、
令
和
３
年
度
か
ら
令

和
７
年
度
ま
で
の
５
年
間
と
し
ま

す
。

　

第
２
期
総
合
戦
略
は
、
八
女
市

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
で
示
し
た
戦
略
人

口
を
達
成
す
る
た
め
の
人
口
戦
略

で
あ
り
、
長
期
的
視
点
と
し
て
は
、

こ
の
戦
略
人
口
の
達
成
を
図
る
こ

と
を
視
野
に
、
今
後
５
年
間
の
取

組
の
方
向
性
や
施
策
等
に
つ
い
て

示
す
も
の
で
す
。

　

第
２
期
総
合
戦
略
は
４
つ
の
基

本
目
標
と
横
断
的
な
目
標
の
も
と

に
取
り
組
む
こ
と
と
し
ま
す
。

第
２
期
八
女
市
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合

戦
略
を
策
定
し
ま
し
た

　

本
市
で
は
、
人
口
減
少
対
策
を
総
合
的
か

つ
効
果
的
に
推
進
し
て
い
く
た
め
に
、
平
成
27

年
に
「
八
女
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
」
を
策
定
し
、
地
方
創
生
の
取
り
組

み
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
現
在
の
計
画
が
令
和

２
年
度
で
期
間
満
了
と
な
る
こ
と
か
ら
、
第
２

期
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
（
第

２
期
総
合
戦
略
）
を
策
定
し
ま
し
た
。

第
５
次
八
女
市
総
合
計
画
と

の
関
係

八
女
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
と
の
関
係

基
本
目
標
と
施
策
の
体
系

64,408
60,045

38,471
41,696

35,608 33,056

56,009

48,754
52,291

45,216

平成27 令和７ 令和17 令和27 令和37令和2 令和１２ 令和22 令和32 令和42

59,962
55,485

51,054
46,707

42,366
38,062

34,036 30,344
26,925

八女市が目指す戦略人口

※推計人口は、国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来
推計人口（平成 30 年推計）準拠　（まち・ひと・しごと創生本部提供）

推計人口

戦略人口

（年）

（人）

3万

4万

5万

6万

7万

2万

ふ
る
さ
と
の
恵
み
と
誇
り
を
未
来
に
つ
な
ぐ

　
　
　
　
安
心
と
成
長
の
ま
ち
　
八
女

まちづくり体系図

基本目標と施策の体系図
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第２期八女市まち・ひと・しごと創生総合戦略

第５次八女市総合計画
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★問い合わせ＝健康推進課保健指導係（☎ 23・1352）
子育て情報は22ページへ移動しました。

　

介
護
保
険
制
度
は
国
・
県
・
市

の
負
担
金（
約
2
分
の
1
）と
40
歳

以
上
の
住
民
の
皆
さ
ん
か
ら
納
め

て
い
た
だ
い
て
い
る
介
護
保
険
料

（
約
2
分
の
1
）で
介
護
が
必
要
に

な
っ
た
人
を
支
え
て
い
ま
す
。

　

八
女
市
の
高
齢
化
率
（
65
歳
以

上
人
口
が
総
人
口
に
占
め
る
割
合
）

は
介
護
保
険
制
度
が
始
ま
っ
た
平

成
12
年
当
時
は
24
・
５
％
で
し
た

が
、
令
和
３
年
2
月
28
日
現
在
で

は
、
35
・
８
％
ま
で
高
く
な
っ
て

い
ま
す
。
つ
ま
り
、
平
成
12
年
当

時
は
４
人
に
１
人
、
現
在
は
３
人

に
１
人
が
高
齢
者
だ
と
い
う
こ
と

で
す
。
高
齢
化
が
進
ん
だ
こ
と
で
、

介
護
が
必
要
と
な
る
人
も
多
く
な

り
料
金
の
負
担
も
大
き
く
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
高
齢
者
の
割

合
が
増
え
介
護
が
必
要
と
な
る
人

が
多
く
な
る
と
、
支
え
る
人
が
少

な
く
な
り
保
険
料
が
上
が
っ
て
い

く
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
必
要
な

人
が
適
切
に
利
用
し
て
い
た
だ
く

こ
と
は
大
切
で
す
。
し
か
し
、
皆

さ
ん
一
人
一
人
の
力
で
保
険
料
の
上

昇
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
る
可
能

性
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
皆
さ

ん
が
健
康
で
い
る
こ
と
で
す
。

　

食
事
を
は
じ
め
、運
動
不
足
、喫
煙
、

飲
酒
、
ス
ト
レ
ス
な
ど
、
普
段
の
生

活
習
慣
が
原
因
で
起
こ
る
疾
患
の
総

称
を
「
生
活
習
慣
病
」
と
い
い
ま
す
。

要
介
護
状
態
の
人
の
９
割
が
、
何
か

し
ら
の
生
活
習
慣
病
を
患
っ
て
い
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
生
活
習
慣
病
は
自
覚
症

状
が
少
な
く
、
重
症
に
な
っ
て
や
っ

と
気
づ
く
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
早
期
発
見
す
る
た
め
に
は
、
血

液
検
査
や
尿
検
査
な
ど
で
総
合
的
に

体
の
状
態
を
見
て
い
く
こ
と
が
大
切

で
す
。
毎
年
健
康
診
断
（
特
定
健
診・

後
期
高
齢
者
の
健
康
診
査
等
）
を
受

け
て
体
の
変
化
を
見
逃
さ
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

　

フ
レ
イ
ル
と
は
「
健
康
」
と
「
要

介
護
」
の
中
間
に
あ
る
状
態
の
こ
と

で
す
。
高
齢
者
の
多
く
は
急
に
要
介

護
状
態
に
な
る
の
で
は
な
く
、
徐
々

に
身
体
的
機
能
や
認
知
機
能
が
低
下

す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
フ
レ

イ
ル
は
、適
切
な
治
療
や
予
防
に
よ
っ

て
改
善
で
き
ま
す
。
介
護
が
必
要
に

な
る
前
に
変
化
に
気
づ
き
、
対
策
を

行
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

　ラジオ体操や足踏みをしてみるなど、時間が
空いたときには少しでも身体を動かしましょう。

　日頃話せない人と電話や、文通など
をしてみるのはどうでしょうか。

　バランスよく、３食欠かさず食べること
が免疫力アップにつながります。

　良く噛むことで、唾液をしっかり出すことがで
き、口内の筋肉を鍛えることにもつながります。

　健康寿命は健康で自立した生活を送る期間、つまり元気で楽しく過ごす期間を表します。
寿命の伸びとともに、介護が必要な状態や老化に伴った障害のある期間も伸びてしまっては
楽しみが半減してしまいます。健康寿命が伸びることは、誰にとっても幸せなことなのです。

介
護
保
険
制
度
の
仕
組
み
を

知
っ
て
い
ま
す
か
？

健
康
に
過
ご
す
た
め
に
は

健 康 コ ラ ム
5月の健康だより介護長寿課（☎ 24･9466）

♥

人生１００年時代。
健康は自分で守りましょう！ 

「健康寿命の延伸」は高齢者だけの問題ではありません。
元気で楽しく過ごす時間＝健康寿命 を伸ばしましょう。

フ
レ
イ
ル
を
予
防
・
改
善
し
よ
う

フレイル予防の 4 つのポイントフレイル予防の 4 つのポイント

①動かない時間を減らしましょう ③バランスよい食事を取りましょう

④孤独を防ぎましょう②口内の健康を保ちましょう

健
康
診
断
を
受
け
て
、
生
活
習
慣
病

の
早
期
発
見
・
治
療
を
し
ま
し
ょ
う
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たけのこの肉巻き～ ふるさとの恵み ～

【作り方】
① たけのこは食べやすい大きさに切る。② 豚肉はたけのこ
に合わせて切る。③ ②の豚肉を広げ、その上に①のたけの
こを置き、豚肉で巻き、片栗粉をまぶしつける。④ フライパ
ンにサラダ油を熱し、③の巻き終わりを下にして入れ、肉の
色が変わるまで焼く。⑤ キッチンペーパーで余分な油をとり、
Ａを加え、照りが出るまで、たれをからめながら焼く。⑥ 皿
に盛り、木の芽をのせる。サニーレタスとミニトマトを添える。

野菜を「目標1日350ｇ以上食べる」ために、毎日“あと一皿70ｇの野菜を”

エネルギー
たんぱく質
脂質
炭水化物
カリウム
カルシウム
マグネシウム
鉄
食物繊維
食塩相当量

168kcal
14.2g
5.9g

12.9g
570mg

17mg
26mg
0.9mg

2.5g
1.2g

1人分あたりの栄養価

　住民の皆さんの健やかな毎日のた
めに、健康相談を行っています。保
健師が健康に関するいろいろな相談
に応じます。予約優先。ご希望の人
は、電話で予約を受けています。
◦5月10日㈪　10時～ 11時
　八女市保健センター 
◦5月13日㈭　14時～ 15時
　矢部支所 
◦5月14日㈮　10時～ 11時
　星野支所 
◦5月17日㈪　10時～ 11時
　立花市民センター 
◦5月20日㈭　10時～ 11時
　上陽支所 
◦5月28日㈮　10時～ 11時
　黒木支所 

健康相談 

　心理士による個別相談です。対
象者は市内在住で、こころに悩みが
ある人です。気軽にご相談ください。
◦日にち＝5月19日㈬
※受付13時30分～15時30分
◦会場＝おりなす八女研修棟 

心理士によるこころの相談【要予約】

55
月
の
各
種
相
談
・
健
診
日
程
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

月
の
各
種
相
談
・
健
診
日
程
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

健康インフォメーション

自
然
災
害
や
感
染
症
拡
大
の
状
況
で
、変
更
と
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

★問い合わせ＝健康推進課保健指導係（☎ 23・1352）
子育て情報は22ページへ移動しました。

A

〈第１回目〉
◎健康講話「健診結果から自分のからだを知ろう」
◎運動実践「今日から始める本気のラジオ体操」
①八女会場　かがやき
　5月11日㈫ 　10時～ 11時30分
②黒木会場　ふじの里 
　5月26日㈬ 　13時30分～ 15時
◦申し込み　4月27日㈫まで

菜の花クラブのレシピです。旬の野菜を巻くことで、適量のたん
ぱく質で満足できるボリュームになります。また、たれを仕上がり
にからめることで調味料を減らすことができ、減塩につながります。

【材料】4人分
ゆでたけのこ…300ｇ、豚薄切肉…200ｇ、
片栗粉…大さじ2、菜種油…大さじ1、木の芽（お好みで）、
サニーレタス…4枚、ミニトマト…8個
酒…大さじ2、醤油…大さじ2弱、みりん…大さじ1、
きび砂糖…大さじ1
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八女はおいしい

　健康づくりについて学びながら、心も身体もイキイキとな
ることを目指すための実践的な教室です。ぜひ、ご参加くだ
さい。

【対象者】
18歳以上で健康に関心のある人（各会場先着18人）

【回数】
八女・黒木 各5回コース（内容は同じです）　5月～ 9月各1回

【内容】
健康・運動に関する講話およびスロージョギング実践、
生活習慣病予防ための食育講話・試食等
◦問い合わせ　健康推進課保健指導係（☎23・1352）

※健康ポイント対象事業あなたの地域の

令和３年度

からだすこやか学習会～生活習慣病予防～

新規



　

筋
力
の
維
持
・
向
上
を
目

的
に
、
椅
子
座
位
を
中
心
と

し
た
自
宅
で
も
簡
単
に
で
き
る

体
操
を
仲
間
と
一
緒
に
楽
し
く

学
び
、
１
年
間
を
通
し
て
運

動
習
慣
を
身
に
つ
け
る
教
室
で

す
。
足
腰
の
弱
り
を
感
じ
て
い

る
人
、
介
護
予
防
に
つ
い
て
詳

し
く
知
り
た
い
人
に
お
勧
め
で

す
。
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

◦
対
象
＝
お
お
む
ね
65
歳
以
上

の
八
女
市
民

※
介
護
認
定
を
お
持
ち
の
人

（
要
介
護
１
～
５
）、
平
成
29

年
度
以
降
し
っ
か
り
貯
筋
体

操
卒
業
生
は
対
象
外
に
な
り

ま
す
。

※
体
の
状
態
に
合
う
体
操
内

容
か
１
度
利
用
前
に
見
学
さ

れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

◦
参
加
費
＝
１
０
０
円
（
た
だ

し
送
迎
を
不
要
と
す
る
場
合

は
な
し
）

◦
持
参
す
る
も
の
＝
タ
オ
ル
・

水
分
補
給
の
飲
み
物・筆
記
具・

室
内
靴
・
マ
ス
ク
。
動
き
や
す

い
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

◦
実
施
事
業
所
＝
く
ま
も
と
健

康
支
援
研
究
所  

◦
申
込
＝

▽
介
護
長
寿
課
地
域
包
括
支

援
係
（
☎
２
４
・
９
４
６
６
）

▽
黒
木
支
所
生
活
福
祉
係
（
☎

４
２
・
１
４
６
３
）

▽
立
花
支
所
市
民
生
活
福
祉

係
（
☎
２
３
・
４
９
３
２
）

▽
上
陽
支
所
市
民
生
活
福
祉

係
（
☎
５
４
・
２
２
１
８
）

▽
矢
部
支
所
市
民
生
活
福
祉

係
（
☎
２
４
・
９
１
４
２
）

▽
星
野
支
所
市
民
生
活
福
祉

係
（
☎
５
２
・
３
１
１
３
）

※
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で

す
。
申
込
書
は
連
絡
先
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

し
っ
か
り
貯
筋
体
操
教
室
参
加
者
募
集

八女市
健康ポイント

対象事業

▼開催日時・会場
地区 会  場 開催日 初回開催日 時間

八女

多世代交流館共生の森（男性限定） 第１・３月曜 5 月17日

９時 30 分～
11時 30 分

八女市総合体育館 第２・４火曜 5 月25日

社会福祉会館 第２・４木曜 5 月27日

立花 総合保健福祉センターかがやき 第２・４月曜 5 月24日

黒木 地域交流センターふじの里 第１・３火曜 5 月18日

上陽 農業活性化センター 第１・３木曜 5 月20日

星野 星野支所大集会室 第１・３木曜 5 月20日 13 時 30 分～
15 時 30 分矢部 矢部公民館大ホール 第１・３火曜 5 月18日

★
老
人
ク
ラ
ブ
と
は
＝
老
人
ク
ラ
ブ
は
、
昭
和
25
年

頃
、
戦
後
社
会
・
経
済
が
疲
弊
し
た
中
で
、
高
齢
者
が

集
い
新
た
な
役
割
を
求
め
て
、
結
成
さ
れ
た
自
主
活
動

グ
ル
ー
プ
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
、
お
お
む
ね
60

歳
以
上
の
方
々
で
構
成
さ
れ
、
仲
間
づ
く
り
を
通
し
て
、

生
き
が
い
と
健
康
づ
く
り
、
生
活
を
豊
か
に
す
る
楽
し

い
活
動
を
行
う
と
と
も
に
、
社
会
貢
献
活
動
な
ど
を
通

し
て
、
豊
か
な
地
域
社
会
の
実
現
に
役
立
て
る
こ
と
を

目
指
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
八
女
市
で
は
約
１
５
０
の

老
人
ク
ラ
ブ
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

★
主
な
活
動
内
容
＝
奉
仕
活
動
や
高
齢
者
同
士
の
助

け
合
い
を
行
う
友
愛
活
動
を
は
じ
め
、
囲
碁
・
将
棋
な

ど
の
教
養
活
動
、
旅
行
や
親
睦
会
な
ど
の
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
活
動
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ

活
動
と
、
幅
広
く
活
動
し
て
い
ま
す
。
60
歳
以
上
の
人

で
、
少
し
で
も
興
味
が
あ
っ
た
ら
お
気
軽
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

★
問
い
合
わ
せ
＝
▽
八
女
市
老
人
ク
ラ
ブ
事
務
局
（
多

世
代
交
流
館
）
☎
２
２
・
２
２
５
７
▽
介
護
長
寿
課
高

齢
者
支
援
係
（
☎
２
３
・
１
３
０
８
）

仲間を作って「生きがいと健康づく
りのために」一緒に始めませんか！

※会場の都合や天候により開催日が変更になる場合があります。
自
宅
で
も
簡
単
に
続
け
ら
れ
る
体
操
を
紹
介
し
ま
す

八女市老人クラブでは新規
会員を大募集しています！
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　肺炎はわが国の死亡原因の第５位となっています。また、日常的に生じる成人の肺炎のうち 25 ～ 40％
は肺炎球菌が原因と考えられ、高齢者の場合、重篤化することがあります。この肺炎を予防するための予
防接種を下記の対象者は、公費で受けることができます。体調の良いときに予防接種を受けましょう。
※助成券（みどり色）がないと接種できません。助成券の送付時期は４月中旬の予定です。

◦接種期間＝令和 3 年４月１日～令和 4 年３月３１日
◦対象年齢＝令和 4 年３月３１日時点の年齢が下記のいずれかの人

◦その他の対象者＝接種日時点での年齢が 60 歳～ 64 歳の人のうち、身体障害者手帳１級相当の障害（心
臓・腎臓・呼吸器の機能・ヒト免疫不全ウイルスによる免疫の機能にかかるもの）を有する人
◦接種回数＝１回
◦自己負担金＝ 3,500 円
◦自己負担金の免除＝市民税非課税世帯、生活保護世帯の人は、下記のいずれかを医療機関に持参し、
接種前に提示すると、費用が免除され、無料で接種できます。

◦接種場所＝福岡県内の受託医療機関（事前予約が必要）
◦注意事項＝この予防接種は平成 31年度から令和５年度までの５年間に１年間のみ定期接種として受ける
ことができます。過去に１回でも（公費・自費の場合も含む）肺炎球菌予防接種を接種した人は、公費で
の助成対象外となります。（２回目以降の再接種は副反応の頻度が高く、程度が強く出ることがありますので、
主治医にご相談ください）
◦問い合わせ＝健康推進課保健総務係（☎２３・１２０１）

①高齢者予防接種費用免除証明書
（有効期限内のもの）

健康推進課、黒木支所生活福祉係、立花・上陽・矢部・星野支
所市民生活福祉係で発行。
必要書類：申請書・印鑑・本人確認ができるもの

（接種者と申請者が住民票上別世帯の場合は、委任状も必要）

②介護保険負担限度額認定証
（黄緑色）（有効期限内のもの） 介護長寿課介護保険係で発行

③後期高齢者医療限度額適用・標
準負担額減額認定証（白色と○後
マーク）（有効期限内のもの）

介護長寿課高齢者支援係で発行

④生活保護受給証明書 福祉課生活支援係で発行

高齢者用肺炎球菌の定期予防接種
対象者のお知らせ

令和 3 年度

後

６５歳 昭和３1 年４月２日生～昭和３2 年４月１日生
７０歳 昭和２6 年４月２日生～昭和２7 年４月１日生
７５歳 昭和２1 年４月２日生～昭和２2 年４月１日生
８０歳 昭和１6 年４月２日生～昭和１7 年４月１日生
８５歳 昭和１1 年４月２日生～昭和１2 年４月１日生
９０歳 昭和 6 年４月２日生～昭和 7 年４月１日生
９５歳 大正１５年４月２日生～昭和２年４月１日生

１００歳 大正１０年４月２日生～大正１1 年４月１日生
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地元の元気を応援！感染症対策に役立てて

寄付金を
　いただきました

青少年健全育成へ
役立ててほしい

有言実行！全国大会で優勝を果たす

　新型コロナウイルス対策に役立ててほしいと3 月5日㈮、明治安田
生命保険相互会社（春田弘樹八女営業所長）から寄附金をいただき
ました。同社は「地元の元気応援寄付」として、新型コロナウイルス
感染拡大により全国的に社会・経済が大きな影響を受けている地域社
会を応援するため、寄附を実施しています。三田村市長は「今後も気
を緩めずにコロナ対策に取り組んでいきたい」とコメントしました。

　3 月10日㈬、八女市健康増進施設
べんがら村の農産物等直売所利用組
合（樋口文則組合長）より八女市へ
寄付金をいただきました。樋口組合長
は、「災害で被害を受けた箇所を修復
して、市のためになれば」と三田村市
長に話しました。

　3 月27日㈯から29日㈪にかけて沖縄県で行われた第 5 回全日
本選抜中学硬式野球大会に、筑後リバーズが出場しました。大会前
の3 月12日㈮には、同チームに所属する井上隆誠さん（見崎中3 年）、
井上愛渉さん（南中 3 年）、松門憲蔵さん（西中 3 年）、山下航輝さ
ん（黒木中2 年）、松尾進次郎さん（筑南中2 年）の 5 人が、三田
村市長に意気込みを報告しました。「練習の成果を発揮し、優勝し
たい」と語った選手たちに向けて、三田村市長は「ベストを尽くし、
思い出に残る大会にしてほしい」と激励しました。大会では、有言
実行。全国の強豪チームを破り見事優勝を果たしました。

　八女商工会議所女性会は創
立 40 周年を迎えました。その
節目の年を迎えるにあたり、八
女市の青少年健全育成等に役
立ててほしいと 3 月 22日㈪、
寄付金をいただきました。

まちのわだいＴＯＰＩＣＳまちのわだいＴＯＰＩＣＳ
※新型コロナウイルス感染防止に努めながら、写真撮影をしています。
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さ
だ
ま
さ
し
さ
ん
と

山
本
健
吉
さ
ん

　

さ
だ
ま
さ
し
さ
ん
が
山
本
健
吉
さ

ん
と
初
め
て
出
会
っ
た
の
は
、
25
・

26
歳
の
と
き
。
山
本
さ
ん
は
同
じ
長

崎
出
身
と
い
う
こ
と
で
、
さ
だ
さ
ん

を
我
が
子
の
よ
う
に
か
わ
い
が
り
、
精

神
的
支
柱
と
な
り
ま
し
た
。
さ
だ
さ

ん
が
、
山
本
さ
ん
の
最
初
の
妻
で
あ

り
俳
人
の
石
橋
秀
野
さ
ん
の
こ
と
を

調
べ
る
う
ち
に
、
八
女
市
の
杉
山
洋

さ
ん
（
画
家
・
郷
土
史
家
）
と
出
会
っ

た
こ
と
が
八
女
を
訪
れ
る
き
っ
か
け
と

な
り
ま
し
た
。

　

さ
だ
さ
ん
は
平
成
24
年
５
月
、
山

本
健
吉
さ
ん
の
25
回
忌
法
要
と
平
成

28
年
石
橋
秀
野
さ
ん
の
70
回
忌
追
善

法
要
に
参
列
。
こ
の
縁
に
よ
り
、
平

成
26
年
10
月
に
は
八
女
市
市
制
60
周

年
・
合
併
５
周
年
記
念
事
業
と
し
て
、

さ
だ
さ
ん
の
八
女
市
で
の
初
コ
ン
サ
ー

ト
が
実
現
し
ま
し
た
。

　

山
本
さ
ん
の
長
女
石
橋
安
見
さ
ん

は
「
血
に
つ
な
が
る
ふ
る
さ
と
、
心
に

つ
な
が
る
ふ
る
さ
と
。
父
は
石
橋
家
の

ふ
る
さ
と
と
し
て
、
八
女
の
地
を
大

切
に
思
っ
て
い
ま
し
た
」と
語
り
ま
す
。

今
回
八
女
で
２
回
目
の
コ
ン
サ
ー
ト
を

開
い
た
さ
だ
さ
ん
は
、「
山
本
健
吉
ゆ

か
り
の
ま
ち
で
歌
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
は
本
当
に
不
思
議
な
思
い
」。

　

山
本
健
吉
夫
妻
が
眠
る
石
橋
家

の
墓
を
毎
年
清
掃
す
る
な
ど
大
切
に

守
っ
て
き
た
黒
木
町
文
化
連
盟
の
皆

さ
ん
、
法
要
を
営
ん
で
き
た
健
吉
祭

実
行
委
員
会
の
皆
さ
ん
な
ど
、
八
女

市
の
多
く
の
人
々
の
心
が
こ
の
よ
う
な

縁
を
結
び
育
て
て
い
き
ま
し
た
。

堺屋の山本健吉・石橋秀野の夫婦句碑の前で。さだまさしさん、石橋安見さん、杉山洋さん

山
やま

本
もと

 健
けん

吉
きち

明治40年（1907）～
昭和63年（1988）

石
いし

橋
ばし

 秀
ひで

野
の

明治42年（1909）～
昭和22年（1947）

　文芸評論家。石橋忍月
（八女市黒木町出身）の三
男として長崎市に生まれ
る。本名石橋貞吉。古典
文学に関する優れた評論
を発表し、昭和 58 年文化
勲章受章。俳句の研究で
も知られている。昭和 63
年５月７日逝去。81歳。『浄
土宗若泰山光明寺無量寿
院』（八女市本町）の「石
橋氏累代之墓」に眠る。

　俳人。奈良県山辺郡二
階堂村（現・天理市）に
生まれる。文化学院で与
謝野晶子に短歌を、高浜
虚子に俳句を学ぶ。昭和
４年山本健吉と学生結婚。
俳誌『鶴』を代表する俳
人として活躍するが肺結核
と腎臓病を病み、昭和 22
年９月26日国立宇陀野療
養所にて逝去。38 歳。上
記の墓に眠る。

血
に
つ
な
が
る
ふ
る
さ
と
、
心
に
つ
な
が
る
ふ
る
さ
と

こ
ぶ
し
咲さ

く  

昨き

の

う日
の
今き

ょ

う日
と  

な
り
し
か
な
　
健
吉

蝉せ
み
し
ぐ
れ

時
雨  

児こ

は
擔た

ん
そ
う
し
ゃ

送
車
に 

追お

ひ
つ
け
ず
　
　
　
秀
野

㊨山本健吉33回忌法要（健
吉祭実行委員会）に参列す
るさださん。（法要は感染対
策を施し行われました）
㊧山本健吉資料室（八女市
立図書館２階）を見学

【広報アーカイ
ブス】山本健
吉・石橋秀野
はこちら→
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第６回八女新茶まつ
り・第６回八女茶
娘クイーンコンテスト
を開催します

　

八
女
新
茶
ま
つ
り
実
行
委
員
会

（
八
女
商
工
会
議
所
、
福
岡
県
茶
業

青
年
の
会
等
）
主
催
に
よ
る
第
6

回
八
女
新
茶
ま
つ
り
を
開
催
し
ま

す
。
昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
の
影
響
を
受
け
中
止
と

な
り
ま
し
た
が
、
福
岡
県
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
等
に
従
い
感
染
対
策
を
講
じ
開

催
し
ま
す
。
八
女
茶
を
広
く
内
外

に
周
知
し
、
地
域
振
興
に
つ
な
げ
る

た
め
に
新
茶
や
お
茶
を
使
っ
た
お
菓

子
の
販
売
の
ほ
か
、
八
女
市
を
積
極

的
に
Ｐ
Ｒ
す
る
役
目
を
担
う
八
女

茶
娘
ク
イ
ー
ン
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
内

容
盛
り
だ
く
さ
ん
で
開
催
し
ま
す
。

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
は
八
女
新
茶

ま
つ
り
に
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

《
注
意
》
▽
マ
ス
ク
着
用
で
来
場
く

だ
さ
い
。
▽
受
付
に
て
住
所
・
氏

名
・
連
絡
先
の
記
入
と
検
温
を
実

施
し
ま
す
。
▽
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
接
触
確
認
ア
プ
リ（
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ａ
）

の
イ
ン
ス
ト
ー
ル
を
推
奨
し
て
い
ま

す
。
▽
国
・
県
等
か
ら
の
指
示
に
よ

り
内
容
変
更
や
一
部
ま
た
は
全
て
を

中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◦
日
時
＝
５
月
4
日
㈷
10
時
～
15

時
※
悪
天
候
の
場
合
は
5
月
5
日

㈷
に
順
延

◦
会
場
＝
八
女
伝
統
工
芸
館
駐
車

場
、
鉄
道
記
念
公
園

◦
内
容
＝
▽
八
女
新
茶
の
試
飲
・
販

売
▽
お
茶
の
お
い
し
い
淹
れ
方
教
室

▽
八
十
八
夜
新
茶
の
販
売
・
予
約

受
付
（
数
量
限
定
）
▽
第
6
回
八

女
茶
娘
ク
イ
ー
ン
コ
ン
テ
ス
ト
開
催

▽
マ
ル
シ
ェ
（
食
の
屋
台
、
カ
フ
ェ
、

和
・
洋
菓
子
の
店
な
ど
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
新
茶
ま
つ
り

実
行
委
員
会
事
務
局
（
八
女
商
工
会

議
所
内
）
☎
２
２
・
５
１
６
１
／
O

２
２
・
５
１
６
４
※
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

も
ご
覧
く
だ
さ
い
。

令和3年４.29〔祝〕～5.30〔日〕
開館時間　9:00～17:00（入館は16:30まで）
月曜日休館（祝日の場合は翌日）※５月3日は開館

八女市田崎廣助美術館
八女市立花町原島108-1（☎２４・８３０４）

松永 潤二 展
－空はかなたに静かに碧

あお

し－

　今回の展覧会では、大木町在住の松永潤二
さんの作品を紹介します。松永さんは少女像
を主題とし、金箔・銀箔を用いて、静かで深
い異空間を描き出します。近年では立体制作
へも活動の幅を広げています。松永さんの独
特な世界観は、繊細で移ろいやすく、ともす
れば、はかなく、はらりと壊れてしまいそうな
絶妙な美感を持ち合わせ、その高い描画技術
によって描き出された世界は、観るものを一
瞬にして非日常の空間へと誘います。
　本展では、今までに発表してきた作品に新
作を加え、松永作品を一堂に紹介します。日々、
生まれる表現の根底にあるものとは何か、想
像力と創造力に富む松永のまなざしを追いま
す。入館無料。

八女市田崎廣助美術館 特別企画展開催

 

松
永
潤
二 《
月
の
行
方
》（
部
分
）
２
０
２
１
年

※展示入れ替えのため、企画展前後に臨時休館
期間を設けます。

５/4
祝

八女新茶まつり実行委員会



　

４
月
６
日
㈫
か
ら
地
域
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー
「
か
た
ろ
い
」
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

地
域
で
生
活
し
て
い
る
障
が
い
者
の
皆
さ
ん

が
気
軽
に
立
ち
寄
り
、
自
由
に
く
つ
ろ
い
だ

り
、
メ
ン
バ
ー
間
の
交
流
や
グ
ル
ー
プ
活
動

を
行
っ
た
り
す
る
場
で
す
。
活
動
や
社
会
と

の
交
流
等
を
通
し
て
、「
自
分
ら
し
く
」「
安

心
し
て
」「
地
域
で
」
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

◦
開
館
日
＝
▽
火
・
水
・
木
・
金
曜
日
▽
土

曜
日
（
第
２・４
）
▽
日
曜
日
（
第
１・３・５
）

◦
休
館
日
＝
▽
月
曜
日
▽
土
曜
日（
第
１・３・５
）

▽
日
曜
日（
第
２
・
４
）
▽
祝
日
・
年
末
年
始

◦
開
所
時
間
＝
11
時
～
17
時
（
火
曜
日
の
み

11
時
～
18
時
）

◦
住
所
＝
八
女
市
本
町
１
１
４
番
地
（
☎
２

２
・
８
７
２
０
／
O
２
２
・
８
７
３
０
）

※
駐
車
場
５
台
程
度

地域活動支援センター
「かたろい」がオープン

　

国
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
簡
単
に
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
が
で
き
る
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
付
き
カ
ー
ド
申
請
書
を
郵
送
し

て
い
ま
し
た
が
、
一
部
は
３
月
31
日
間
近

に
送
付
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
マ
イ
ナ
ポ
イ

ン
ト
の
付
与
対
象
と
な
る
カ
ー
ド
申
請

期
限
を
見
直
し
ま
し
た
。
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン

ト
の
利
用
条
件
を
再
度
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

◦
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
対
象
条
件
＝
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
令
和
３
年
４
月
末
ま
で

に
申
請
し
た
人
（
す
で
に
お
持
ち
の
人
も

対
象
で
す
）

◦
申
込
・
取
得
可
能
期
間
＝
令
和
３
年

９
月
末
ま
で

◦
付
与
対
象
人
数
＝
全
国
５
千
万
人

【
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
カ
ー
ド
を
申
請
す

る
時
の
注
意
点
】

　

３
月
よ
り
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交

付
申
請
が
増
加
し
て
い
ま
す
が
、
写
真
不

備
等
に
よ
り
再
申
請
を
お
願
い
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
特
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で

申
請
す
る
時
は
次
の
こ
と
に
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

▽
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た
カ
メ
ラ
ア
プ
リ
等

は
使
用
し
な
い
こ
と
。（
顔
写
真
が
自
動

加
工
さ
れ
、
で
き
た
カ
ー
ド
を
交
付
で
き

な
く
な
り
ま
す
）
▽
無
背
景
で
あ
る
こ

と
。（
柄
や
風
景
が
な
い
こ
と
）
▽
正
面

を
向
き
、
目
に
髪
や
眼
鏡
の
フ
レ
ー
ム
が

か
か
ら
な
い
こ
と
。
▽
顔
に
影
が
な
い
こ

と
。
▽
６
か
月
以
内
に
撮
影
し
た
写
真
で

あ
る
こ
と
。
※
詳

し
く
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
「
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
総

合
サ
イ
ト
」
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　『レク式体力チェック』（四ツ這背走、
ボールキャッチ、一本道などの身体を使っ
たレクリエーション）を行い、遊びの中
で柔軟性や敏捷性などをチェックします。
親子で楽しく遊びながら、体力を向上さ
せていくことを目的としています。月１回
の頻度で継続して親子遊びや体力テスト
を行い、お子さんの成長を記録していき
ます。ぜひ１年を通してご参加ください。
◦期日＝５月16 日㈰《受付》13 時《開
会》13時30分～16時◦対象者＝幼稚園・
保育所等の年長さんと年中さん（４歳～
６歳）および保護者◦会場＝八女市総合
体育館◦参加費＝無料◦申込方法＝申込
書を八女市総合体育館か各支所まちづく
り推進係へ 4 月 30 日までに提出くださ
い。※申込書は八女市総合体育館、各支
所まちづくり推進係に設置および八女市
ホームページからダウンロードできます。

親子でチャレンジ・スポーツ in 八女
一緒に遊んで、体力チェックをしてみましょう

問八女市総合体育館（☎ 24・1230）

かたろい

４月６日㈫
から

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
付
与
対
象

カ
ー
ド
申
請
期
限
が「
４
月
末
ま
で
」に
見
直
し
に

　ゴールデンウイークの期間
中において、コンビニ証明書
交付センターのシステムメン
テナンスが実施されます。こ
の期間中は、マイナンバー
カードを活用したコンビニ交
付サービスを停止します。不
便をおかけしますが、ご理解、
ご協力をお願いします。
◦停止期間＝5 月1日㈯～ 5
月5 日㈷※ 5 月 6 日㈭午前
６時 30 分から再開します。
◦証明書種類＝住民票の写
し、印鑑登録証明書、戸籍
全部（個人）事項証明書、
戸籍の附票の写し
◦問い合わせ＝市民課マイ
ナンバー推進 係（ ☎ 23・
1117）

ゴールデンウイーク期間
中の「証明書コンビニ交付
サービス」停止のお知らせ

◦
問
い
合
わ
せ
＝
市
民
課
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
推
進
係
（
☎
２
３
・
１
１
１
７
）

顔写真のチェッ
クポイント

八女市役所 福島小学校

横町町家交流館
福島八幡宮

グリーン
ホテル

リーベル
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八
女
特
産
の
野
菜
や
加
工
食

品
、
雑
貨
な
ど
を
軽
ト
ラ
ッ
ク
の

荷
台
で
販
売
し
ま
す
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の

た
め
、
ご
来
訪
の
際
は
マ
ス
ク
を

着
用
く
だ
さ
い
。
入
場
制
限
を
行

う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◦
日
時
＝
4
月
25
日
㈰
９
時
～

12
時
※
悪
天
候
の
場
合
中
止

◦
場
所
＝
観
光
物
産
館
と
き
め
き

駐
車
場

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
実
行
委
員
会

事
務
局
（
☎
２
２
・
３
１
３
１
）

　

お
茶
を
淹
れ
た
と
き
の
あ
の

内
に
通
勤
通
学
し
て
い
る
人
）

◦
受
講
料
＝
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代

３
３
０
０
円
必
要
）

◦
定
員
＝
20
人
程
度
（
応
募
多

数
の
場
合
は
先
着
順
）

◦
申
込
締
切
＝
４
月
30
日
㈮

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
福
祉
課

障
が
い
者
福
祉
係
（
☎
２
３
・
１

３
３
５
／
O
２
２
・
７
０
９
９
）

　

点
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
た
め
の

理
論
と
実
技
。
受
講
料
無
料
。

◦
期
間
＝
５
月
14
日
～
12
月
24

日
ま
で
の
金
曜
日
、 全
25
回　

◦
時
間
＝
９
時
30
分
～
11
時
30

分
（
計
50
時
間
）

◦
対
象
＝
福
岡
県
在
住
の
点
訳
未

経
験
者
で
、
講
習
終
了
後
自
宅

◦
参
加
費
＝
▽
一
般
６
０
０
円
▽

会
員
無
料

◦
問
い
合
わ
せ
＝
総
合
体
育
館
内

Ｓ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ
ク
ラ
ブ
（
☎
２
４
・

１
３
４
０
）

　

初
心
者
・
手
話
経
験
が
少
な
い

人
を
対
象
に
、
２
年
に
１
回
開
催

し
て
い
る
入
門
講
座
で
す
。
こ
の
機

会
に
手
話
を
覚
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

◦
期
間
＝
５
月
12
日
～
10
月
27

日
、
毎
週
水
曜
日
（
全
25
回
）

◦
時
間
＝
19
時
30
分
～
21
時
30

分
（
２
時
間
）

◦
会
場
＝
八
女
市
社
会
福
祉
会

館
３
階
会
議
室
（
本
町
５
９
９
）

◦
対
象
＝
中
学
生
以
上
（
原
則
と

し
て
市
内
に
住
む
人
、
ま
た
は
市

香
り
、
何
だ
か
ホ
ッ
と
し
ま
す
よ

ね
。「
八
十
八
夜
」の
新
茶
の
日
に
、

緑
茶
と
星
の
ふ
る
さ
と
星
野
村
・

星
の
文
化
館
で
、
茶
葉
の
香
り

に
包
ま
れ
る
癒
や
し
の
プ
ラ
ネ
タ

リ
ウ
ム
を
体
験
し
ま
せ
ん
か
。
部

屋
い
っ
ぱ
い
に
広
が
る
お
茶
の
香

り
の
な
か
で
、
八
十
八
夜
の
星
空

を
ご
案
内
し
ま
す
。
要
予
約
。

◦
日
時
＝
5
月
1
日
㈯
上
映
時

間
25
分
間
▽
1
回
目
18
時
20
分

～
▽
２
回
目
19
時
～

◦
場
所
＝
星
の
文
化
館

◦
参
加
費
＝
中
学
生
以
上
７
０

０
円
、
4
歳
以
上
５
０
０
円

◦
定
員
＝
各
回
13
人

◦
予
約
方
法
＝
星
の
文
化
館
窓

口
、
電
話
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://

w
w

w.hoshinofurusato.com
/

◦
締
め
切
り
＝
4
月
23
日
㈮

◦
問
い
合
わ
せ
＝
星
の
文
化
館

（
☎
５
２
・
３
０
０
０
）

　

八
女
茶
発
祥
の
地　

霊
巌
寺

で
５
月
２
日
㈰
、
八
女
市
・
Ｊ
Ａ

ふ
く
お
か
八
女
・
Ｊ
Ａ
ふ
く
お
か

八
女
茶
業
部
会
黒
木
支
部
の
主

催
に
よ
る
献
茶
祭
を
行
い
ま
す
。

皇
風
煎
茶
礼
式
に
よ
る
献
茶
を

行
い
、
茶
祖 

栄
林
周
瑞
禅
師
の

遺
徳
を
称
え
し
の
び
、
あ
わ
せ
て

今
後
の
茶
業
振
興
発
展
を
祈
念

し
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
主
催

者
の
み
で
行
い
、一
昨
年
ま
で
行
っ

て
い
た
茶
山
唄
奉
納
、野
点
茶
席
、

新
茶
の
販
売
は
自
粛
し
ま
す
。

◦
日
時
＝
５
月
２
日
㈰
10
時
～

◦
場
所
＝
霊
巌
寺（
黒
木
町
笠
原
）

◦
行
事
＝
献
茶
、
法
要
の
み

◦
問
い
合
わ
せ
＝
黒
木
支
所
建
設

産
業
係
（
☎
４
２
・
１
１
１
７
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
の
た
め
に
、
令
和
２
年
３

月
８
日
、
５
月
31
日
の
２
度
の
延

期
を
し
て
い
た
「
ふ
く
し
ま
元
気

も
ん
祭
り
」
を
開
催
し
ま
す
。
現

在
お
持
ち
の
チ
ケ
ッ
ト
で
入
場
で

き
ま
す
。
チ
ケ
ッ
ト
を
紛
失
さ
れ

た
人
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◦
日
時
＝
５
月
23
日
㈰
、
11
時

30
分
開
場
、
12
時
開
演

◦
問
い
合
わ
せ
＝
ふ
く
し
ま
元
気

も
ん
祭
り
事
務
局
（
☎
０
９
０
・

３
０
８
７
・
２
３
７
０
）

◦
日
に
ち
＝
５
月
14
日
㈮・
28
日
㈮

◦
時
間
＝
17
時
30
分
～
18
時
30
分

◦
場
所
＝
総
合
体
育
館

◦
対
象
＝
小
学
４
年
生
～
６
年
生

八
女
軽
ト
ラ
市

八
十
八
夜
お
茶
の
香
り
プ
ラ

ネ
タ
リ
ウ
ム

第
58
回
「
献
茶
祭
」

令
和
３
年
度
手
話
奉
仕
員
養

成
講
座
「
入
門
課
程
」

短
期
子
ど
も
体
操
教
室

も
よ
お
し

も
よ
お
し

教
室
教
室

ふ
く
し
ま
元
気
も
ん
祭
り

お
知知

ら
せ

　 八 女 福島の白
壁通りにアトリエ
を構える切り絵作
家・くろくも舎松
原真紀さんの出張
個展です。作品は全て八女手すき和紙を
使用した個性豊かな作品大小合わせて
60 点程が展示されます。創作された作
品たちを、ぜひこの機会にご覧ください。
◦日時＝ 4 月 24 日㈯～ 5 月 9 日㈰、9
時～ 17 時※最終日は 16 時まで。26 日
㈪は休館◦会場＝八女伝統工芸館 開放
工房◦入場料＝無料◦問い合わせ＝同館

（☎ 22・3131）

切り絵展
『宇

う

華
か

』

掲載している催し等は、
新型コロナウイルス感染
症の感染拡大を防止する
ため、中止になることも
想定されます。市の催し
については八女市ホーム
ページで確認、そのほか
については問い合わせ先
にお問い合わせください。

令
和
３
年
度
福
岡
県
点
訳

奉
仕
員
養
成
講
習
会
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の
パ
ソ
コ
ン
で
点
訳
活
動
が
可
能

な
人
。（
学
生
は
除
く
）

◦
募
集
人
数
＝
15
人

◦
場
所
＝
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ 

研

修
室
（
春
日
市
原
町
３ｰ

１ｰ

７
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
福
岡
点
字
図
書

館
（
☎
０
９
２
・
５
８
４
・
３
５

９
０
）
※
必
ず
お
問
い
合
わ
せ
の

上
、申
し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

◦
開
催
期
間
＝
5
月
29
日
～
２

月
12
日
、
毎
週
土
曜
日
10
時
～

15
時
（
日
曜
日
開
催
も
あ
り
）

◦
会
場
＝
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
５

階
５
０
１
号
他
（
春
日
市
原
町
）

◦
定
員
＝
20
人
※
先
着

◦
受
講
料
＝
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代

の
み
３
６
７
０
円
）

策
を
推
進
す
る
に
あ
た
り
、
市
民

の
皆
さ
ま
の
幅
広
い
意
見
を
反
映

す
る
た
め
、
次
の
と
お
り
審
議
会

委
員
の
一
部
を
公
募
し
ま
す
。

◦
任
期
＝
委
嘱
を
受
け
た
日
か
ら

２
年
間

◦
応
募
資
格
＝
次
の
①
～
④
の

全
て
を
満
た
す
人
①
八
女
市
内

に
居
住
す
る
満
18
歳
以
上
の
人

（
令
和
３
年
４
月
１
日
現
在
）
②

男
女
共
同
参
画
に
関
心
が
あ
り
、

年
数
回
、
平
日
に
開
催
す
る
審
議

会
に
出
席
で
き
る
人
③
八
女
市

の
他
の
審
議
会
等
の
附
属
機
関

の
委
員
で
は
な
い
人
（
就
任
予
定

も
含
む
）
④
ア
～
ウ
に
該
当
し
な

い
人 

ア
禁
固
以
上
の
刑
に
処
せ

ら
れ
、そ
の
執
行
を
終
わ
る
ま
で
、

ま
た
は
そ
の
執
行
を
受
け
る
こ
と

が
な
く
な
る
ま
で
の
人 

イ
八
女

◦
申
込
＝
往
復
は
が
き
に
住
所
・

氏
名
（
ふ
り
が
な
）・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・

話
電
番
号・メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
（
携

帯
ま
た
は
Ｐ
Ｃ
）・
年
齢
・
職
業
・

受
講
コ
ー
ス（
手
書
き・パ
ソ
コ
ン
）

を
記
入
の
上
（
〒816-0804

春

日
市
原
町
３ｰ

１ｰ

７
ク
ロ
ー
バ
ー

プ
ラ
ザ
３
階 

福
岡
県
聴
覚
障
害

者
協
会 

要
約
筆
記
者
養
成
講
座

受
講
申
込
）
ま
で
送
付
。

◦
締
切
＝
４
月
20
日
㈫
必
着

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
会
（
☎
０
９

２
・
５
８
２
・
２
４
１
４
／
O
０

９
２
・
５
８
２
・
２
４
１
９
）　

　
　

　

男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
施

市
に
お
い
て
懲
戒
免
職
の
処
分

を
受
け
、
当
該
処
分
の
日
か
ら
２

年
を
経
過
し
な
い
人 

ウ
日
本
国

憲
法
施
行
の
日
以
降
に
お
い
て
、

日
本
国
憲
法
ま
た
は
そ
の
下
に

成
立
し
た
政
府
を
暴
力
で
破
壊

す
る
こ
と
を
主
張
す
る
政
党
そ
の

他
の
団
体
を
結
成
し
、
ま
た
は
こ

れ
に
加
入
し
た
人

◦
報
酬
等
＝
日
額
４
５
０
０
円
×

審
議
会
の
開
催
日
数

◦
募
集
人
員
＝
若
干
名
※
応
募

多
数
の
場
合
は
抽
選

◦
応
募
方
法
＝
所
定
の
応
募
用

紙
を
郵
送
、フ
ァ
ク
ス
、電
子
メ
ー

ル
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
応
募
用
紙
は
男

女
共
同
参
画
推
進
係
、
各
支
所

ま
ち
づ
く
り
推
進
係
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
内
に
あ
り
ま
す
。

◦
応
募
締
切
＝
５
月
14
日
㈮
必

着◦
注
意
事
項
＝
応
募
書
類
に
虚

偽
の
記
載
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
た

場
合
は
、
委
員
就
任
後
で
も
委

嘱
を
取
り
消
す
場
合
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
受
理
し
た
応
募
書

類
は
返
却
で
き
ま
せ
ん
。

◦
提
出
・
問
い
合
わ
せ
＝
男
女

共
同
参
画
推
進
係
（
☎
２
３
・

１
３
１
４
／
O
２
２
・２
１
８
６

／
Qdsuishinkakari@

city.
yam

e.lg.jp

）

　

５
月
３
日
㈪
と
４
日
㈫
の

燃
や
す
ご
み
収
集
は
お
休
み

で
す
。
ま
た
、
３
日
か
ら
５
日

ま
で
は
ご
み
処
理
場
も
閉
場

し
て
い
る
た
め
、
ご
み
の
持
ち

込
み
も
で
き
ま
せ
ん
。
ご
理

解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

購
入
し
た
八
女
市
指
定
の

黄
色
い
ご
み
袋
に
つ
い
て
、
不

良
品
が
あ
っ
た
場
合
は
市
役

所
環
境
課
お
よ
び
各
支
所
の

生
活
福
祉
係
・
市
民
生
活
福

祉
係
窓
口
に
て
交
換
し
ま
す
。

【
留
意
点
】
▽
指
定
ご
み
袋
が

入
っ
て
い
た
外
袋
と
、
残
り
の

ご
み
袋
も
一
緒
に
お
持
ち
く
だ

さ
い
（
残
っ
て
い
る
分
だ
け
で

結
構
で
す
）。

▽
外
袋
が
な
い
場
合
で
も
交

換
し
ま
す
が
、
こ
の
場
合
は

お
持
ち
い
た
だ
い
た
袋
の
枚

数
だ
け
の
交
換
と
な
り
ま
す
。

　例年、５月下旬に開催していたチャ
レンジデーは、新型コロナウイルス感
染拡大防止のため延期となりました。
10 月下旬の開催を目途に調整してい
ますが、現時点では開催未定です。
◦問い合わせ＝八女市総合体育館

（☎２４・１２３０）

「チャレンジデー２０２１」
延期のお知らせ

男
女
共
同
参
画
推
進
審
議
会

の
委
員 募
　
集

募
　
集

令
和
３
年
度
福
岡
県
要
約
筆

記
者
養
成
講
座

指
定
ご
み
袋
の
不
良
品
の

交
換
に
つ
い
て

令和３年度黒木町豊岡地区上水
道拡張工事該当地域の皆さまへ

「上水道加入のお願い」
　環境の変化に伴う地下水位の低下や
水質の悪化が懸念されるなか、市では

「安全な水を安定して供給」するために、
上水道の拡張工事を行っています。
　令和３年度は、上水道拡張工事を犬
山、湯辺田の地域で行います。この地
域の皆さんが７月30日㈮までに加入申
し込みをされると、加入金や工事費用
の一部が減額になります。この機会に
ぜひ、ご加入ください。
◦問い合わせ＝黒木支所上下水道係

（☎４２・１１１８）

環
境
課
か
ら
の

お
知
ら
せ

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
中
の

燃
や
す
ご
み
収
集
に
つ
い
て

◦
問
い
合
わ
せ
＝
環
境
課

（
☎
２
３
・
１
４
６
２
）
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■赤ちゃんRoom・相談Room
◦ 5/6 ㈭、5/20 ㈭ 13:30 ～ 15:00
／要申込
■マタニティさん集まれ♪

「からだすこやか栄養講座」
◦ 5/8 ㈯ 10:00 ～／託児あり／要
申込
■4か月さん集まれ（12月生まれ）

「ベビータッチ」
◦ 5/13 ㈭ 10:00 ～／飲み物持参
／要申込
■パパママ集まれ！

「子育てあるあるお話会」
◦5/21㈮ 10:00 ～ 12:00 ／要申込
■移動図書館の日
移動図書館のバスが来ます
◦ 5/26 ㈬ 10:30 ～ 11:10

■はっぴぃバースデー
「くまちゃんのお話」
◦ 5/18 ㈫ 10:30 ～ 11:30 ／ 5/15
㈯までに要申込
■つくろうね「おもちゃづくり」
◦5/25 ㈫ 10:30 ～ 11:30 ／定員あ
り／ 5/22 ㈯までに要申込

■ほんの森ぶっくるん
「移動図書館のバスが来ます」
◦ 5/11 ㈫ 10:30 ～
■すてきな誕生会♥

「5 月生まれの誕生会」
◦ 5/12 ㈬ 10:00 ～／なかよし文
庫のお話等／要申込／みんなでお

祝いしませんか。
■わ・わ・ＷＡ！

「田中もと子先生親子体操」
◦ 5/19 ㈬ 10:30 ～／要申込／詳
細は問い合わせください。
■すくすく子育て

「保健師によるトイレトレーニングのお話」
◦ 5/26 ㈬ 10:00 ～／要申込、詳
細は問い合わせください。

■ 10:00 ～ 13:00
▽上陽公民館 5/7 ㈮
▽長峰保育所 2 階 5/12 ㈬
▽東公民館 5/14 ㈮
▽かがやき 5/25 ㈫
▽矢部公民館 5/26 ㈬
▽室岡公民館 5/28 ㈮
■ 10:00 ～ 16:00
▽出張ひろばトゥインクル
5/6㈭、13㈭、20㈭、27㈭

子育て支援施設　きらきら
（立花町北山2747-5）問（☎24・9090）

 移動ひろば問こども未来係（☎24・8814）

子育て支援総合施設
やめっこ未来館  みらい広場

（八女市稲富 499）問（☎24・8814）

子育ち支援掲示板 5 月

子育てインフォメーション

※子育ち…子ども自身が、自らの
力で心身ともに成長すること。

子育て支援施設 ピコロ
（黒木町桑原207※ふじの里内）

問（☎42・3301）

　感染症拡大を予防しな
がら実施します。対象者
の皆さんには個別にお知
らせします。

【旧八女市・立花町の皆さ
ん】
◦会場＝やめっこ未来館
◦日にち・対象
5月11日㈫＝10か月児健康
診査（令和2年7月生まれ）
5月19日㈬＝4か月児健康
診査（令和3年1月生まれ）
5月25日㈫＝1歳6か月児
健康診査（令和元年10月
生まれ）
5月27日㈭＝3歳児健康診
査（平成30年4月生まれ）

【黒木町・上陽町・矢部村・
星野村の皆さん】
◦会場＝ふじの里（黒木）
◦日にち＝5月18日㈫
◦対象＝1歳6か月児健康
診査（令和元年9月と10
月生まれ）／ 3歳児健康
診査（平成30年3月と4月
生まれ）

乳幼児健診 

　心理士による個別相談です。
対象者は小学校就学前までの、
成長発達面に不安がある人です。
予約制のため、ご希望の人は電
話で予約をお受けしています。
気軽にご相談ください。

乳幼児心理相談

　離乳食初期（5 ～ 6か月児）の
講話を行います。定員12人。感
染症拡大予防のため、できるだけ
保護者のみでご参加ください。
◦日時＝5月26日㈬ 10時～12時
※受付9時30分～ 9時50分　
◦会場＝やめっこ未来館
◦持参品等＝筆記用具、4か月児
健診で配布した離乳食冊子

ベビーズクッキング【要予約】

　予約制で実施します。ご希望の
人は問い合わせください。
◦5月12日㈬ 9時30分～10時30分
／やめっこ未来館

子育て相談【要予約】

自然災害や感染症の拡大の状況によっては、変更となる場合がありますのでホームページなどでご確認ください。

　先天的に難聴のある子どもは、1000
人に1～ 2 人と言われており、早期に
発見し、適切な支援が行われた場合、
聴覚障がいによる発達（言語、情緒、
社会性等）への影響を最小限に抑える
ことができます。八女市では、新生児聴
覚検査に係る費用の一部を助成します。
◦助成対象者＝令和 3 年 4 月1日以降
に生まれた赤ちゃんの保護者で、当該
検査日に八女市住民基本台帳に記録さ
れている人（他の自治体で助成を受け
た場合は対象となりません）
◦検査の種類、助成上限額＝自動聴性
脳幹反応検査（AABR)・聴性脳幹反
応検査（ABR)3,000 円、耳音響放射
検査（OAE）1,500 円
◦助成方法＝①八女市と委託契約する
団体が指定する医療機関で検査を受け
る場合、「新生児聴覚検査補助券」を
医療機関に提出してください。
②指定する医療機関以外で検査を受
ける人は、いったん自己負担した後、
助成（償還払い）の手続きをやめっこ
未来館で行ってください。
※助成（償還払い）に必要な書類①
母子健康手帳②医療機関が発行した
領収書③保護者（申請者）名義の受
取口座を確認できる書類の写し④印鑑

子育て支援課こども未来係（やめっこ未来館）（☎ 24・8282） 令和３年 4 月1日より
新生児聴覚検査の一部費用を助成

222021.4.15　広報八女※5月の在宅医当番表は、5月1日号に掲載します。



広報八女　2021.4.1523

【
部
長
級
】
▽
健
康
福
祉
部
長 

橋
本
妙
子

（
介
護
長
寿
課
長
）

【
課
長
級
】《
総
務
部
》
▽
防
災
安
全
課
長 

毛
利
昭
夫
（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
長
）《
企

画
部
》
▽
定
住
対
策
課
長 

高
巣
雅
彦
（
企

画
政
策
課
参
事
補
佐
兼
企
画
政
策
係
長
）

▽
企
業
誘
致
課
長 

橋
本
秀
樹
（
人
権
・

同
和
政
策
・
男
女
共
同
参
画
推
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課
長
）

《
市
民
部
》
▽
人
権
・
同
和
政
策
・
男
女

共
同
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画
推
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課
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古
家
浩
（
防
災
安

全
課
長
）《
健
康
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祉
部
》
▽
介
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長
寿

課
長 

平
武
文
（
定
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課
長
）《
教
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部
》
▽
ス
ポ
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ツ
振
興
課
長 

松
尾
裕
二 

（
監
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事
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局
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長
補
佐
）
▽
文
化
振
興

課
長 

鵜
木
英
希
（
定
住
対
策
課
課
長
補

佐
兼
定
住
対
策
係
長
） 

▽
立
花
支
所
長 

持
丸
弘
（
立
花
支
所
次

長
）
▽
上
陽
支
所
長 

仁
賀
木
大
助
（
企

業
誘
致
課
長
）
▽
矢
部
支
所
長 

月
足
和

憲
（
矢
部
支
所
次
長
）
▽
星
野
支
所
長 

森
松
和
久
（
星
野
支
所
参
事
補
佐
兼
ま
ち

づ
く
り
推
進
係
長
）

令
和
３
年
３
月
31
日
付

◦
退
職

【
課
長
級
】
▽
久
間
政
幸
（
文
化
振
興
課

長
）
▽
中
島
強
（
立
花
支
所
長
）
▽
大
坪

公
治
（
上
陽
支
所
長
）
▽
木
田
博
徳
（
矢

部
支
所
長
）
▽
向
智
宏
（
星
野
支
所
長
）

市
役
所
の
人
事

令
和
３
年
４
月
１
日
付
（　
）
内
は
旧

部
課
長
の
異
動
の
み
掲
載

おりなす八女     イベント情報 お問合せ
おりなす八女（☎22・5332）♪

主催・問合：UGE八女ギター室内合奏団 ☎22・4033
主催：同校吹奏楽部／八女学院保護者後援会

入場無料入場無料

♩

4月・5月イベント情報 https://orinasuyame.jp/
開催 催　　　し ホール 開　演 入場料 問合せ先 電話番号

4/21(水)
～4/24㈯
午前中迄 

翔年大学(はつらつ講座)活動紹介
展示：書道・水墨画・絵手紙
鑑賞： ハーモニカ・健笑会・気功とＹＫＢ 等の
活動風景 ( 動画 ) を ご覧いただけます。

( 研修棟 )
ギャラリーA

9:00
～

17:00
無料 社会教育課

（中央公民館） 24・8121

5/ 23 ㈰

ふくしま元気もん祭り!!（延期振替公演）
第ニの人生生きがいづくりプロジェクト
第1部〈講演会〉講師：近藤千種先生

（美魔女の内科医・在宅医・アンチエイジング専門医）
第2部〈公演〉八女福島文芸座・アートフリー

ハーモニー 12:00

自由席 1,000円
（残りわずか）

八女福島文芸座
（事務局）

 

090・
3087・
2370

チケット発売中

【全席指定】

一般 1,000円                                              

一般  800円                                              
S席                                              

A席                                              
高校生以下 800円                                              

高校生以下 500円                                              

ハーモニーホール

問合：八女学院中学・高等学校 ( 担当：髙山)  ☎23・5111

おりなす八女ホームページが変わりました。News

※お持ちのチケット
で入場できます。
紛失された方は、
ご連絡ください。

♭　　　　　
　　　　　♫　　　　　

初心者教室受講生の卒業記念演奏から、アンサンブル
やギターオーケストラの演奏をお楽しみください。  

　♪
　　　 ♯　 ♩

開場１3:00 開演１3:30

♬　　　　　　　　♫　



矢部川源流景観の整備
　平成30年の夏オープンした、奥八女別邸「や
べのもり」は、奥八女の自然や歴史・文化、おい
しい料理と癒しの空間を求め、多くの宿泊客に利
用されています。矢部川の清流を眺めながらの食
事は特に好評です。近年周辺河川内に竹や葦が繁
茂し、景観や川の流れを阻害していたため2月20
日㈯、地域振興団体「昇盛会（栗原吉平会長）」
により、河川内の草竹木の刈り取りや搬出作業の
ボランティアが行われました。併せて、日向神ダム
湖畔にモミジの植栽と桜などの幼木の下草刈り作
業も行われました。河川内がきれいに刈り取り片
付けられ、矢部川源流が蘇りました。

竹あかりお披露目会を開催しました

防犯ブザーを寄贈花
火
で
伝
え
る
「
卒
業
お
め
で
と
う
」

　第32回夢たちばな観梅会は、新型コロナウイルス感染拡大防止
のため、中止となりましたが、来年の観梅会へつなげるためにPRビ
デオを制作しました。そのビデオ制作の一環として、竹あかり作りを
行い、その制作に携わった関係者等を招き、2月27日㈯、竹あかり
お披露目会を行いました。今回の竹あかりの様子は、YouTube内「立
花町観光協会チャンネル」上に掲載をしています。ぜひご覧ください。

　3月15日㈪、新入学児童の安全・安
心な学校生活を願い、668個の防犯ブ
ザーが八女地区防犯協会（三田村統之会
長）から、八女市・広川町の教育委員会
へ贈られました。この防犯ブザーの贈呈
は、平成15年度から続いており、各学校
を通じて、新入学児童に配付されました。

※新型コロナウイルス感染防止に努めながら写真撮影をしています。

　八女市の卒業生へ3月19日㈮、約300発の花火が打ち上
げられました。これはコロナ禍で通常と違う学校生活となった児
童のために、長峰小と福島小の保護者など有志の皆さんによる
サプライズとして贈られたものです。付近の畑2か所から打ち
上がった花火に、児童からは驚きと喜びの声があがっていました。

竹あかり
幻想の世界
はこちら↓

※この広報紙は竹パルプ10％配合の環境に配慮した紙を使用しています広報八女 2021［令和3年］4月15日号
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